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はじめに 
 

 

かすみがうら市では、時代の潮流を的確に捉えた総合計画を策定し、将来の本市

のあるべき姿と進むべき方向性を示してきました。その施策実現のための支えとし

て行政改革大綱を策定し、集中改革プランに基づき安定的な市政の運営と地域経営

の基本となる持続可能な行財政基盤の確立を目指して行政改革の取組を進めてき

ました。 

平成 27 年以降は、将来的に非常に厳しい財政運営が見込まれる中で質の高い公

共サービスを維持するため、行政サービス改革の重点的な推進に着手しました。具

体的な重点改革内容を各事業に包含し、着実に実施することでＩＣＴ
※1

の活用による

業務の標準化・効率化や民間委託等の積極的な活用等を図ってきました。 

そして現在は、新型コロナウイルス感染拡大の防止やデジタル時代を見据えた

デジタル・ガバメント
※2

実現のため、書面主義、押印原則、対面主義からの決別が喫

緊の課題となっており、住民の最も身近な窓口となる地方公共団体の積極的な取組

が求められています。そこで、行政手続における住民負担の軽減と利便性の向上の

ため、行政手続きのオンライン化やデジタル化による行政サービスの向上など、新

たな行政の姿を実現していかなければなりません。 

また、行政サービスにおいては、デジタル技術やデータを活用した利用者目線で

の新たな価値を創出するデジタル・トランスフォーメーション
※3

を実現するため、住

民目線の改革の推進が必要となります。社会全体のデジタル化に寄与するため、デ

ジタル・ガバメント推進の取組は重要な役割を担うことから、全庁的な推進体制を

確立して計画的に取り組むことが必要不可欠です。このように、取り巻く社会情勢

がこれまでにない大きな変革期を迎えたことを踏まえ、持続可能な自治体として地

域のくらしを守り住民福祉を向上させていくため、デジタル社会の実現に向けた新

たなステージへ踏み出す時期を迎えています。 

そこで、「VUCA
※4

（ブーカ）」の時代に対応した施策への転換や積極的なデジタル

技術の活用など、外部の環境変化に対応したスピード感で新たな行財政改革に取り

組み、既定の価値観や枠組みを根底から覆すようなイノベーションをもたらすこと

を目指していきます。そのため、これまでの行政改革への取り組み手法を根本から

見直し、今後５年間（令和 4 年度～令和 8 年度）の行財政運営を行うための方針や

重点施策、具体的な取組事項などを設定し、見える化が図られた行財政改革を推進

していきます。 

  



2 

第１章 行財政改革の取組経過 

 

  

  ể  

   ṕểṖ  

本市では、「地方公共団体における行政改革の推進のための新たな指針」

（平成 17 年３月 29 日付け総務事務次官通知）を踏まえ、平成 18 年 3

月に第１次行政改革大綱と行政改革実施計画（H17～H21）を策定して推

進を図ってきました。その後、総務省自治行政局行政体制整備室長通知

によって「平成 22 年度以降も地域の実情に応じて新たな計画の策定と

その実行に取り組むなど、不断に行政改革に努めることが重要である」

と示されたことを受け、第１次での取組を踏まえつつ第２次行政改革大

綱と行政改革実施計画（集中改革プラン）（H22～H26）を策定し、行政

サービスの質の維持に努めるとともに事業の廃止や縮小を行い、行政サー

ビスを低下させずに経費の縮減や効率・効果的な行政運営に努め、成果

を上げながら取組を進めてきました。この結果、未実施や未達成の項目

もあるものの、多くの項目において一定の成果を得ることができました。 

 

 

     ἧ Ἠ♯ →Ό 

     ṥ שּ ṕH17ṌH21ṖṦ 

      ■事務事業の見直し 

       ・事務事業の再編・整理 

事務事業評価制度の導入／資源ごみの分別による環境負荷の

軽減／まちづくり委員会の設置／市民懇談会の実施／区長懇

談会の実施 

       ・公正の確保と透明性の向上 

意見公募手続制度の制定 

      ■財政の健全化 

       ・自主性・自立性の高い財政 

コンビニエンスストア納付の取扱開始／広報誌、市 HP の有料

広告掲載率増加による歳入増 

 

ể כֿ   
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      ■組織機構の見直し 

       ・簡素で効率的な組織の構築 

文書ファイリングシステムの導入 

      ■定員管理・給与の適正化 

       ・定員管理の適正化推進 

行政職、消防職の職員数の削減 

      ■市民サービスの向上 

       ・電子自治体の構築 

番号カード発券機の導入／旅券事務窓口の開設／ペーパーレ

スの推進 

       ・上水道・下水道事業の経営健全化 

旧町間の上下水道使用料金格差の是正 

 

     ṥ שּ ṕH22ṌH26ṖṦ 

      ■効率性重視の視点 

       ・事務事業の見直し 

経常収支比率の抑制／補助金交付の整理合理化 

       ・受益者負担の在り方の見直し 

公共施設使用料算定基準、総合管理計画、算定基準の作成 

       ・歳入の確保 

未利用財産の有効利用、売却／上下水道料金徴収業務の民間委

託実施 

       ・公共施設の有効利用・運営合理化 

あじさい館、やまゆり館、雪入・三ツ石公園の指定管理者制度

の導入／老朽化した施設の廃止・機能移転／小中学校統合プー

ルの建設／霞ヶ浦庁舎関連施設の解体／運営合理化・公共施設

等総合管理計画の策定 

       ・民間委託等の推進等 

住民税特別徴収の公金収納情報データサービス化 

      ■市民協働の視点 

       ・市民と行政の協働によるまちづくり 

市政懇談会やまちづくりミーティングの開催開始／市民公益

団体育成補助金の交付／新しい地区公民館の形づくり事業の

実施 
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■市民サービス重視の視点 

       ・市民サービスの充実 

市民窓口延長制度の導入／図書館閉館時間の延長 

       ・公正の確保と透明性の向上 

競争入札における総合評価方式の導入／指名競争入札から一

般競争入札への制度改正 

       ・人材育成の推進 

人事評価制度の導入 

       ・上水道・下水道事業の経営健全化 

給水区域の適正化、水道加入金減免制度制定 

       ・時代に対応した行政運営 

         学校施設の耐震化推進 

 

ṕỄṖ  

   全国的にも厳しい地方財政の状況など地方公共団体における経営資源

の制約が強まり、少子高齢化等を背景とした行政需要が増加する中、質

の高い公共サービスを効率的・効果的に継続して提供することが大きな

課題となってきました。そのため、民間事業者の提供するサービスが

日々進化を遂げていることを踏まえ、地方公共団体においてもＢＰＲ
※5

の

手法やＩＣＴを徹底的に活用した業務の標準化・効率化に努め、民間委

託等の積極的な活用等による更なる業務改革の推進が必要とされるこ

ととなりました。これらの状況から、総務大臣から「地方行政サービス

改革の推進に関する留意事項について」（総行経第 29 号 平成 27 年８月

28 日）が通知され、地方行政サービス改革を推進するに当たっての留意

事項（以下「留意事項」という。）が示されることとなりました。 

本市においても、主たる歳入となっていた地方交付税については、平

成 27 年度から合併算定替の縮減期間を迎えることや市税の歳入増加が

見込める状況にないこと、神立駅周辺整備関連事業をはじめとした大規

模事業が本格化することなど、将来的に非常に厳しい財政運営が求めら

れる中で質の高い公共サービスを維持するためには、行政サービス改革

の推進は必要不可欠な状況となっていました。 

そこで本市は、曖昧な集中改革プランを見直すべきと行政改革懇談会

からの提言書として指摘を受けていたことや、留意事項によって具体的

な取組内容が示されたことなどを踏まえ、第２次行政改革大綱と行政改

革実施計画の計画期間終了後の当面の間は、基本方針を踏襲しながら未
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実施や未達成の課題に継続して取り組むとともに、留意事項に掲げられ

た具体的な行政サービス改革を既存事業の中に組み込む形で行政改革の

推進を図ることとしました。 

そのため、留意事項に示された内容のうち①行政サービスのオープン

化・アウトソーシング等の推進として民間委託等の推進や指定管理者制

度等の活用、ＢＰＲの手法やＩＣＴを活用した業務の見直し（特に窓口

業務の見直しや庶務業務の集約化など）、②自治体情報システムのクラウ

ド化の拡大として情報系や基幹系の自治体クラウド導入、③公営企業・

第三セクター等の経営健全化として公営企業における経営基盤強化や経

営効率化等、第三セクター等における経営状況等の把握と効率化・経営

健全化、④地方自治体の財政マネジメントの強化として公共施設等総合

管理計画の策定促進や公営企業会計の適用の推進など、留意事項の内容

を概ね網羅する取組を中心として行政改革に取り組んできました。これ

らの結果、行政改革推進施策においては、令和３年度までに概ね達成を

見込める進捗状況となりました。 

 

     ἧ Ἠ♯ →Ό  

■行政サービスのオープン化・アウトソーシング等の推進  

・民間委託等の推進 

放課後児童クラブ公設公営民間委託／保育所の民設民営化 

・指定管理者制度等の活用  

交流センター（古民家江口屋、歩崎桟橋を含む）やウエルネス

プラザの指定管理開始 

・ＢＰＲの手法やＩＣＴを活用した業務の見直し  

証明書コンビニ交付開始／公金収納代理サービス導入／口座

振替の伝送化／勤休管理システムの導入／人事評価システム

の導入／電子決裁システムの導入／文書管理システムの導入

／ホームページ作成公開のコンテンツマネージメントシステ

ム導入／防災行政無線のデジタル化整備／市公式アプリの提

供開始／議会中継のインターネット配信開始 

■自治体情報システムのクラウド化の拡大  

    IBSC（茨城情報セキュリティクラウド）の共同利用開始／基幹系

システムのクラウド化／電子入札システムの導入／J－LIS（地方

公共団体情報システム機構）の各種システムの運用開始／茨城消

防救急無線、指令センター運用開始 
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■公営企業・第三セクター等の経営健全化  

かすみがうら未来づくりカンパニーの財政健全化方針策定  

■地方自治体の財政マネジメントの強化  

   ・公共施設等総合管理計画の策定促進  

      かすみがうら市公共施設等マネジメント計画（基本計画）の策

定／公共施設使用料等の見直し／廃校活用（ウエルネスプラザ等） 

   ・公営企業会計の適用の推進  

下水道会計を公営企業会計へ移行 

 

Ễ ︣ קּ  

これまでの行政改革への取組において多くの成果を得られている一方で、

より長期的な取組を要する課題やその困難性などから目標を達成していな

い取組もあります。このような取組については、これまでの状況等を十分に

勘案しながら方向性や取組方法などを抜本的に見直し、早期に目標が達成で

きるよう取組を継続していきます。 

 

נּװ     Ἠ♯ Ỏ᷆  

 ■窓口業務の見直しと庶務業務の集約化 

      ・全庁的な窓口業務の民間委託 

      ・各種証明書等のコンビニ交付の拡充 

      ・業務のアウトソーシング化 

■指定管理者制度の活用  

・体育施設、福祉施設、教育施設等への指定管理制度の導入 

■地方自治体の財政マネジメントの強化 

・公共建築物のファシリティマネジメントの推進 

公共施設等マネジメント計画第Ⅰ期実行計画の策定／公共施設

の適正化／公共施設の長寿命化／廃止施設（学校等）の有効活

用、計画的な除却／PPP
※6

やPFI
※7

の有効活用 

     ■効率・効果的な行政運営 

・長期財政の見通しを踏まえた主要事業の見直し 

事務事業評価の活用／事務事業のスクラップアンドビルド／新

予算制度の導入  
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ể ︡ṕ Ṗ 

男女５歳階級別人口について、2015 年と 2045 年(推計)を比較すると、65

歳以上の年齢層での増加が見込まれます。一方で、若年層は減少が見込まれ、

特に 10 代より若い層の減少が進むものと推計されています。 

社会増減（市内外への転入・転出による人口の増減）は転入超過傾向を示

しているものの、自然増減（出生や死亡による人口の増減）は大幅な減少と

なっており、総人口としては依然として減少傾向を示しています。総人口に

ついては、転入者が増加に転じても、高齢者の人口が多い点を考慮すると、

当分の間、自然増減については減少で推移すると見込まれます。 

今後は、出生率向上や移住・定住促進を推進することで、2060 年に約 

30,000 人の維持を目標とし 2020 年時点での推計人口を 40,954 人としてい

ますが、2019 年 10 月１日現在の人口は 40,833 人となり、推計よりも人口

減少がやや進行している状況となっています。 
 

ṥ ︡Ṧ 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省統計局「国勢調査」 

国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成 29年推計）」出生
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ṥ ︡Ṧ 

 

 

 

 

 

 
 
 
      

 

 

 

ṥ ệ Ṧ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

42,173 40,954 39,803 38,442 36,892 35,484 34,051 32,681 31,340 30,024

42,147 40,589 38,812 36,811 34,601 32,263 29,944 27,712 25,472 23,197
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30,000

35,000
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45,000

「施策誘導計」：社人研推計（平成 25 年 3 月 27 日公表）に基づき、各種施策の展開に
よって一定期間内に出生率の向上や人口移動の均衡が実現することを
想定して推計。 

「社人研推計」：国立社会保障・人口問題研究所『日本の地域別将来推計人口（平成 30
（2018）年推計）』（平成 30 年 3 月 30 日公表）より。2015 年社人研推
計値については、国勢調査の実績。 

資料：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」 
※2020 年以降は「国立社会保障・人口問題研究所」のデータ（平成 30 年 3 月 
公表）に基づく推計値。 
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Ễ  

本市では、効率的で健全な財政運営を目指し、自主財源の確保に努め、人

件費や物件費の削減、扶助費や繰出金の抑制に取り組んできました。しかし、

健全化判断比率は早期健全化基準を下回っているものの、令和元年度決算か

らは５年ぶりに財政調整基金の繰入れを要すこととなり、依然として財政構

造の硬直化は続いています。 

また、地方債の償還金は年々増加傾向にあり、公債費負担比率が 13.7％と

依然として高い水準となっており、今後の大型事業への着手による負担の大

幅増や、超高齢社会における社会保障費の継続的な微増など、財政構造の硬

直化が一層進むと推測しています。 

さらに、少子高齢化社会が引き起こす急速な人口減少に伴う財政基盤の脆

弱化は避けられず、一般財源の減少は近い将来における重要な懸念材料と

なっています。 

 

 

ṥ Ễ ︣פּ לּצּ Ṧ 

                           ṕ ḲṾṖ 

  

 
    

Ễ  Ṉ Ṉ 9.3 45.6  

 (13. 16 ) (18. 16 ) (25.0)  (350.0)  

※表中の括弧内の数値は、かすみがうら市に適用される早期健全化基準です。 

※表中の実質赤字比率と連結実質赤字比率における「－」の記号は、赤字となっていない

ことを表示しています。 

 

            ṕ ḲṾṖ 

  

 Ṉ  

 Ṉ  

※表中の資金不足比率における「－」の記号は、資金不足額がないことを表示しています。 
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ṥ Ṧ 

 自治体の財政破綻を未然に防ぎ健全化を図ることを目的として設けられ

た基準で、健全化判断比率のうち１つでも早期健全化基準以上となった場

合は財政健全化を図るための計画を、また、資金不足比率が経営健全化基

準以上となった場合は経営健全化を図るための計画を定める必要があり

ます。 

 

ṥ Ṧ 

 一般会計の赤字額が、市の地方税や地方交付税等の財源の規模に対しどの

位の割合かを示すもので、本市は黒字のため早期健全化基準の 13.16％を

下回っています。 

 

ṥ Ṧ 

 市の全ての会計の赤字額合計が、市の地方税や地方交付税等の財源の規模

に対してどの位の割合かを示すもので、本市は全ての会計で黒字のため早

期健全化基準の 18.16％を下回っています。 

 

ṥ Ṧ 

 市の全ての会計さらに一部事務組合における市の借入金の返済額に充て

られる一般財源の額が、市の地方税や地方交付税等の財源の規模に対して

どの位の割合かを示すもので、本市は 9.3％と早期健全化基準の 25.0％を

下回っています。  

 

ṥ Ṧ 

  一般会計等が将来負担すべき実質的な負担額が市の地方税や地方交付税

等の財源の規模に対しての割合を示すもので、将来負担の内容は、市と一

部事務組合の借入金の返済額、契約等において将来の支払を約束している

額、令和２年度末において全職員が普通退職した場合の支給予定額、一部

事務組合等で赤字額がある場合の負担額等となっています。本市は 45.6％

であり早期健全化基準の 350.0％を下回っています。 

 

ṥ Ṧ 

 一般会計等における赤字額にあたる、水道事業会計、下水道事業会計にお

ける資金不足額の事業規模に対する比率で、いずれの会計も余剰金が出て

いることから、「資金不足比率」は算定されません。 

 

  



11 

ễ  

本市においては、厳しい財政状況の中での公共施設等の老朽化対策や人口

減少等による公共施設等の利用需要の変化などを踏まえ、長期的な計画に基

づき更新・統廃合・長寿命化などを実施することで、財政負担の軽減・平準

化と公共施設等の適正配置が必要となっています。 

そこで、かすみがうら市公共施設等マネジメント計画（平成 27 年 3 月策

定）に基づき、基本方針として「総量縮減と機能複合化」「まちづくりとの

連動」「施設保全の適正化」「効率的・効果的な管理運営」を掲げ「より多く

の市民が快適に利用できる施設」「適正な規模と配置で整備されている施設」

「効率的・効果的に管理運営されている施設」を目指した取組を進めてきま

した。 

また、昨今推進されている国土強靱化（ナショナル・レジリエンス）に資

するため、かすみがうら市国土強靭化地域計画（令和３年３月）を策定し、

事前防災や減災、迅速な復旧・復興を総合的かつ計画的に実施することとし

ました。そのため、高度経済成長期以降に集中的に整備したインフラの急速

な老朽化を見込んだ長寿命化や計画的な更新による機能の適切な維持は重

要な課題となっています。 

 

ṥ ṇ ṕ ḱ ḱ ṖṦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※40 年間の更新費用総額は約 214.6 億円で 1 年当たり約 5.4 億円（推計） 

※2050 年度以降は増加傾向にあり年間 10 億円から 20 億円の予想 
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ṥ ṇ ṕ ḱ ḱ ḱ ṖṦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※40 年間の整備費用総額は 1,121.8 億円で 1 年当たり約 28.0 億円（推計） 

 

 

 

 

ṥ ṇ ṕ ṧ ṖṦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※40 年間の更新費用総額 1613.6 億円で 1 年当たり 40.3 億円（推計） 
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ṥ Ṧ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       2014              2024 

    ※30 年後は約 79％の施設が 30 年以上経過した施設 

 

 

ṥ ṕ  ṖṦשּ

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：万円） 

      ※維持管理費の総額は 4 億 2,327 万円で内 4,779 万円は土地の賃借料 

 

 

ṥ ṕ ṖṦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※2014 年現在で全体の２割程度は借地として利用 
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Ệ  

本市では、行財政改革の一環として定員適正化計画を策定して推進してき

ました。これまでの取組においては、組織機構や事務事業、給与構造の見直

し、民間委託の推進、多様な雇用形態の導入等、最少の経費で最大の効果を

生み出すための職員数を最低限確保し、継続的に組織運営の効率化を図って

きました。その結果、合併後 15 年間で 141 名の職員数の減少を図りました。  

昨今は、超少子高齢化に伴う行政課題や住民ニーズの多様化、デジタル化

の推進、職員のワーク・ライフ・バランスの確立に向けた働き方改革の推進、

定年延長など様々な要因を考慮し、一定の定員を維持することで行政サービ

スの質の維持と職員の業務負担の均衡化を目指しています。そのため、事務

の効率化に向けた抜本的な改革を図るとともに、市民ニーズに対応した職員

の適正配置等や公共の担い手である職員の資質の向上が重要となります。 

また、地域社会においても住民参画の希薄化や地域コミュニティの弱体化

など、取り巻く環境は大きく変化しており、地域特有の課題を解決していく

ためには、行政だけではなく地域の多様な主体の自発的な取組が欠かせなく

なっています。そのため、様々な分野におけるリーダー（担い手）等の発掘

と育成の支援や意識の啓発を推進し、地域コミュニティ活動の活性化による

地域全体の地域力の向上を図らなければなりません。 

さらに、市民に対する積極的な情報提供によって行政運営の公平性と透明

性の向上に努めることで、より取組状況や方針の見える化を図る必要があり

ます。これにより、住民から広く意見を聴取するなど市政への積極的な参画

を促すこととなり、行政運営へ反映することで協働のまちづくりの推進が図

られることとなります。 

 

ṕ ểỂ Ṗ 

 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 

 
ṕ Ṗ 463 441 434 410 420 415 410 405 402 405 

 

בֿ ṕ Ṗ 

 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 

 
ṕ Ṗ 404 400 401 392 394 393 399 398 403 404 404 

※令和４年度以降の職員者数については、定年引上げによる定年前再任用短時間（定年退

職者数の３割と仮定）、普通勧奨退職、再任用フルタイムの採用と退職を踏まえ、想定

数として算出しています。 
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ể VUCA  

近年は、IT 技術の急速な進化や新型コロナウイルスの影響、異常気象など 

によって世界的にも変化の度合いが増し、取り巻く環境の複雑さが増すとと

もに将来の予測が困難な状況にあることから、「VUCA 時代」と広く認識さ

れるようになりました。VUCA 時代においては、複合的な要因が重なり既

存の価値観や様々なスタンダードなどが通用しない時代へ移行することと

なるため、これまでにない大きな変革の時代を迎えます。 

そのため、変化の要因となるテクノロジーへの理解を深め、情報収集によ

る将来予測に基づき臨機応変に速やかに順応するための変化が求められる

こととなります。この時代においては、「積極的な変化（イノベーション）」

がもたらす対応力を活用して住民サービスの提供や課題解決を両立させて

いくことが重要となっています。このような背景からも、目指すべき社会の

在り方としてサイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高

度に融合させたシステムの活用による「Society5. 0
※8

」の実現が提唱されるこ

ととなっています。 

 

VUCA Ỗ ᶣₑ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VUCA 4 ᵴ Ồ  ᵴאַ
Volatility ↑ SĢśĚŘĸĽŗĕĹ ͯěҌĢĲĵēĞĽ
ĚTě זּ ; Ĺ ěᴍĦē   
Uncertainty ϯỸ↑ ϯỸĹỎ ěֿפĞ SĢĽ╣ ẼĮİš
ἨřЫĞуӨěĸĕ ͯĦĵēĞĽĚTěŞĚŘĹē   
Complexity ṽ↑ ĤōĥōĹ ♬$ ˮě ṽĺ ŎḀĲĵ
ēĵ ᾋĹδᴒṭš ĜὶĨĽě Ħē   
Ambiguity ↑ SĸĕĦĮŘ šδᴒĶĜŚĽĚTS
ĺĢĽ ĶδᴒĶĜŚĽĚTĽŗĕĺ ╟ Ĺδᴒ ěᴳĳ
ĚŘĹē Ĺ   

VUCA  

Volatility  

↑ 
 

ὡ Ľƍ:żœͻ ѐ
ĹĸĽֿפ ͯŇĽ ͯ 

 

Complexity  

ṽ↑ 
 

ᶺ↓ƍ:żĽֿפ ͯœ
Ξ δᴒĽḛ ↑+ͽ 

Ambiguity  

↑ 
 

‫ĮĹ œ‫ҘίЉ
Ľᶺ↓ŷ:ƕŻ Ӝ 

 

Uncertainty  

ϯỸ↑ 
 

ŵƯƌΓœˑ´ҁῨĹ
ĸἎγ῾⅞Ľᾳ ʸ 

Ễ   
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Ễ ṡ Ṣ  

令和２年初めからの新型コロナウイルス感染症の世界的な流行が、人々の

生活や経済活動に多大な影響を与えています。これによって、意識や新たな

生活スタイルに大きな変化を引き起こしています。また、地域経済への影響

も大きく、個人消費の縮小や地域企業の経営の悪化などにより市税収入の減

少が見込まれ、将来的な不安要素となっています。このような中、ウイルス

と共存する新たな日常といった環境変化に対応する住民サービスの提供の

ため、スピード感を持って自治体を転換させていくことが重要となり、積極

的なデジタル技術の活用は有効な手段となります。 

昨今の国や県の動向としては、行政手続の押印廃止やオンライン化・デジ

タル化の推進、働き方の見える化を目指した働き方改革など、着手可能な分

野からスピード感をもって大きな成果をあげています。 

現在、IoT
※9

やビッグデータの活用、AI
※10

やロボット等の技術の発展によるイ

ノベーションなど情報通信技術（ICT）が一体化していく、「デジタル・トラ

ンスフォーメーション」（DX）が推進されています。総務省では、「自治体

DX 推進計画」を策定し、自治体の重点的な取組事項を具体的に掲げ、デジ

タル社会の構築に向けた取組を全自治体において着実に進めていくとして

います。持続可能な自治体を目指していく上では、デジタル・トランスフォー

メーションによって人々の生活を良い方向へと変化をもたらすことが求め

られています。Society 5.0 を実現するためにも、スマート自治体
※11

への転換を

推進していく必要があります。 
     

Society 5.0 Ỹᵅ Ἆγ  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（内閣府作成）  
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ễ ֹו  

「SDGs（持続可能な開発目標）」は、平成 28 年から令和 12 年までの国 

際社会共通の目標として平成 27 年に国連で採択され、SDGs の理念（「誰一

人取り残さない」社会の実現）を実現するため、包括的な 17 の目標が示さ

れています。 

本市においては、第２期かすみがうら市人口ビジョン及びまち・ひと・し

ごと創生総合戦略（令和２年３月策定）（以下「まち・ひと・しごと創生総

合戦略」という。）において、地方創生の取組の一層の充実・深化を目指し

て、SDGs の浸透・主流化を図ることとしました。これによって、経済・社

会や環境の統合的向上に取り組むことで SDGs 実現に向けた「自律的好循

環」の形成を進めています。 

このような SDGs の理念を理解しながら、身近な環境への関心や市民生活

の向上を目指し、持続可能な行財政運営の実現に向けて取り組んでいくこと

が重要です。 
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第3章 行財政改革の基本的な考え方 

 

  

 本市では、取り巻く社会情勢の複雑性や将来予測の困難性の増加する大き

な変革の時代においても、変化を前向きに捉え順応するための挑戦を継続す

ることで、持続可能な自治体を目指していきます。本市が将来にわたり地域

社会の持続的発展を続けるため、前例踏襲主義から脱却するとともに改革効

果の高い事業へ注力する「選択と集中」の観点から、これまでの行財政改革で

の取組を抜本的に見直します。 

そこで、サブタイトルにも掲げた「VUCA 時代に順応した戦略的イノベー

ション」を基本理念とし、行政運営や財政運営を行うための明確な基本方針

に基づき行財政改革を推進していくこととします。 

 

  

本市は、最上位計画の第２次総合計画で掲げた将来都市像を実現するため、

後期基本計画にまち・ひと・しごと創生総合戦略や本基本方針などを一体的

に包含した施策を掲げ、具体的な事務事業に反映した毎年度の実施計画を策

定して実行することで推進することとします。 

また、本基本方針では方向性を示すものとし、それを具現化した年次的な

取組や進行管理を行うため、本基本方針に合わせて「行財政改革アクション

プラン」を策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ỗ ẬꞋḀᴁΪ ᵭѻѯ ᴁΪ  

ᶺṙ↓πϸѯ ⁯ 

ᶺṙ↓πϸ  

ⱦ−ꞋḀ╪ ֿכ ї ᴁΪ  

 

 
全ての事務事業との関係性を網羅的

に体系化して位置づけを明確にし、

毎年度の実施計画を策定します。 

2  וֹ 

ể   
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ể  

持続可能な自治体を実現するため、まずは市民目線の観点を前提とするこ

ととし、激動する社会情勢や行政に求められるニーズの多様化などを鑑みて

行財政改革スキームを再構築することとします。そのため、次の３つの視点

に着目して集中的に行財政改革を推進します。 

 

   ᶺ↓ ể  

    先行きが不透明で将来予測が困難な現在の状況下においては、市民ニーズ

の多様化・高度化による変化にどのように順応しながら、提供するサービ

スを最適化させていくのかが重要となります。そのため、IT 技術の急速

な進化を効果的に活用した自治体のスマート化を推進し、行政サービスの

質ときめ細やかさの向上を図ります。 

 

   ể  

    新たな時代においても、地域社会全体を支えていくのは自治体職員を含め

た地域の人々となります。まずは個々の意識改革から着手することとし、

安定的かつ発展的な行政運営を継続していくための「担い手」を育成して

人材を確保する必要があります。これによって、市民協働の推進や市民活

動の活性化、高度情報化への対応、グローバル化の促進、地域経済の活性

化、行政組織の強靭化などの様々な分野におけるイノベーションの原動力

を醸成していきます。また、深刻化する労働力不足への対応として仕事そ

のものの見直しを図り、人を代替する ICT 化や AI・RPA 活用などによっ

て人とデジタルの融合を目指し、総労働時間の縮減や効率化によって人的

資源を創出していきます。また、人的資源を効果的に再配分することで、

行政サービスの向上と働き方改革の実現を図ります。 

 

   ṙ↓ᴜ☺ͯ ể  

    確実に人口減少や少子高齢化が進むことが予測されている中では、財政基

盤の脆弱化は避けられない課題であることから、健全な財政運営を維持す

るための方策が必要となります。そのため、人材や予算財源、財産（公有

財産・物品等）、保有する情報資産など、限られた行政運営に必要な資源

を有効に利用・配分して活用していくため、長期的な見通しを予測しなが

ら計画的な行政運営を実施します。また、行政運営状況の「見える化」を

図るなど市民が行政運営へ参画しやすい環境を整備し、参画と協働のまち

づくりを推進していきます。 

3   
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2 ︣ קּ  

本市では、行財政改革の３つの視点を踏まえた目指すべき方向性を次の将

来目標として掲げ、行財政改革に取り組んでいきます。 

 

    ᾳ  

 

 

 

 

また、目指すべき将来目標を実現するため、行財政改革の柱を次のように

基本方針として設定し、基本方針に基づく重点的に取り組むべき事項を確実

に実行することで行財政改革の推進を図ります。なお、基本方針については

次章において詳細を記載します。 

     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

˞ ⱦ Ҏ ⁵ṗ Љ  

ỡộ Ỹᵅ ʸ•  

ẇΪ ӣ ổּנ;  

ѯ ⁯  ỡộ πϸ 

ѯ ⁯  ⁵ṗ˟→ πϸ 

ѯ ⁯  ẚỎ πϸ 

ѯ ⁯  ẇΪ ӣ πϸ 

ѯ ⁯  ṙ↓ѯ πϸ 

 

ѯ ⁯ 1  

ỡộ πϸ 

  
 ể  

ѯ ⁯ 2  

⁵ṗ˟→ πϸ 

ѯ ⁯  

ẚỎ πϸ 

ѯ ⁯ 4  

ẇΪ ӣ πϸ 

ѯ ⁯ 5  

ṙ↓ѯ πϸ 
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ể  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【Ὣ Ẵṭ】 

     ᶺ↓Ἢּנ ͯ 

来庁が必要な所管部署における窓口相談や各種証明書等の交付、施

設予約、その他の行政手続などが、時間や場所を選ばずに電子的な方

法で手続等を完了させることのできるサービスを提供します。また、

押印や個人認証方法の見直しなど手続の簡素化やオンライン化を行

います。 

 

꞉ᶅԃ Ḿ ͯ 

総合窓口の設置や民営化の検討、手続の効率化、各種払込等のキャッ

シュレス化を図るなど、可能な限り対面対応を減らしながらも質の

高いきめ細やかなサービスを提供します。 

 

ỡộ ₢⁮ 

自治体 DX 推進手順書（総務省）に基づき、全庁的なマネジメント

体制の構築や情報セキュリティの見直しなど、デジタル基盤の改革

について推進を図ります。 

 

 

  

ѯ ⁯   ỡộ πϸ 

 
ƉźƁƭҘί šЉ ĦĮSŻƠ:Ɗỡộ TŇĽ иš ẰĦ ỡ

ộ ßó₢⁮ᴁΪGꞋ ῒHĺѯĴĜᴁΪ ĺ ᾈGӡ Hԃ ŹŻ
ƈƢĽЉ œƠŦƌƵƒ:ŭ:ƋĽ ҷָא⁮ ᶺ↓ἪּנĽŬƵƫŦƵ
ͯ ŽůƧƬƈť ṭĽ  ƉźƁƭѯ Ľ↔ Ĺĸšₑř ỷě
᷈ĞẬ ĺѲř ĲĮᶺ↓ŷ:ƕŻšנּװ ĺ ӜĶĜŚŗĕᴳ
ĦšₑřōĨ! 

Ệ   
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   【Ὣ Ẵṭ】 

     Ἢ ˟→ 

地域の産業や歴史、文化を継承していくための担い手育成を支援し、

後世に伝える活動を推進します。また、防災やコミュニティなどの

様々な分野における自発的な活動において、中心を担うことができ

るリーダーの育成支援や外部人材との連携、社会課題解決型起業家

の創出などによって、地域全体の活動の活性化を図ります。また、そ

れらのリーダーの育成においては、オンライン等を活用した多様な

コミュニケーション手法を用いて、人づくり、つながりづくり、地域

づくりの活性化を図ります。 

 

—˭ ⁵ṗ˟→ 

職員一人一人が当事者意識を強く持ち、自ら率先して意識改革に取

り組み、高度な能力と資質を兼ね備えた人材を育成するため、人事評

価制度や人材育成基本方針等の見直しを図ります。また、自治体の高

度なデジタル化を見据え、職員のICTリテラシー
※12

の向上を図ります。 

 

♯– ᶆῲ 

変化に対応し得るスピードと柔軟性のある組織運営へと変革するた

め、チャレンジ気風の醸成と組織風土の抜本的見直しを実施します。

また、ワーキングチームの活用などによる組織の横断的な連携の深化

や、組織間の役割分担を明確化することで円滑な事業推進を可能とす

る組織の連携力の強化を図ります。 

 

ѯ ⁯ 2   ⁵ṗ˟→ πϸ 

 
ᵭⅎĺ ėĮē ˞ĽὫ ĹṙẏĽװᾼœ ˞Ľỡ ĹЉ↑ͯĺѲ
ĨŚ ϬĽ⁵ṗĹĸ 7Ĺ ĽS ēἪTĽ˟→šằ̻Ħĵē
ĜōĨ!ōĮ ᶺ↓̘̓ĺ  ŞŚ—˭ĽˋủπϸĺἨř♯Ŏע╗
ͯĽỖ š ōėĮ⁵ṗĽ˟→šₑřōĨ!ĤŘĺ ₄ּיĚĳὦ Ĺ
ŦƐƛ:ŹƩƵĽ₢⁮šₑŚĮŐ ♯– š ĺᴳ Ħ 
ķӣ ĺŗř♯– šᶆῲĤĪōĨ! 
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   【Ὣ Ẵṭ】 

     ⁵ Ḁ 

各業務分野において、ベテラン職員の経験や既存実例などを AI に蓄 

積し、職員の代替を図る業務を増やしていきます。また、RPA
※13

を活用

して簡易事務をロボット等の機器に代替させて事務の効率化を図り

ます。 

 

ͯ  

紙を使用している既存の業務における非効率性等を改善するため、

あらゆる業務において可能なものはペーパーレス化を図ります。ま

た、紙媒体でのみ保管されている文書等をデータ化し、データの有効

活用や保管経費等の削減を図ります。 

 

⁵ ỉᵃ ᶂЉ  

デジタル技術の活用によって生じた余剰な人的資源を行政サービス 

向上のための重点事業へ再配分するなど、多様化する課題の解決や

提供するサービスの質の向上を図ります。 

 

πϸ Ỹᵅ 

生産性の向上による総労働時間（時間外勤務を含む）の縮減や再配分、

育児参加や地域貢献などのワーク・ライフ・バランスの推進などの働

き方改革を実現します。 

 

  

ѯ ⁯   ẚỎ πϸ 

 
Ἠř♯ŎœĨē ĚŘ AI œ RPAšЉ ĦĮƉźƁƭҘίš┤Ԇ
ĺ Ħ ICT ͯĽ ҷָא⁮ĺἨř♯ŎōĨ!ōĮ Ếƛ:ŻĶᶺŞ
śĵēŚԃ Ľᶂ ͯšₑŚĮŐ ☺ ĺƜ:Ɠ:ƮŻͯķ ῾
ĽƉ:ƁͯšₑřōĨ!ĢĽᴕΌ Ỏ Ľᶂ ͯœ ĺŗĲĵ☺
Ľԃ Ľὲᵂšₑř ⁵ ỉᵃĽ ᶂЉ œ Ĝ πϸĽỸᵅš
ẰĦōĨ! 
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   【Ὣ Ẵṭ】 

     ᶺ↓̘̓ ᴳ ͯ  

市民が、行政運営情報を容易に得られ、多様な意見などを自由に提案

できるような仕組みを構築していきます。また、行政運営状況を外部

組織によって客観的に評価することで、事業サイクル（PDCA）にお

けるチェック機能を拡充して実効性の高いフィードバックによる事

務事業の見直しを図ります。 

 

Љ ₢⁮ 

ニーズと調和した新たな考えを創造する多様な「学び」を提供し、多 

世代交流や社会貢献への参画を推進することで、地域住民の人生の

満足度向上を図ります。また、地域のリーダーを中心として地域住民

同士が自発的に交流や活動を実践していくため、地域のコミュニティ

意識を醸成し、自律的な活動の活性化を支援していきます。 

 

ӣ ѯ ᶣ  

地域で活躍する多様な主体（団体、地域事業者など）と行政が一体と 

なって協働のまちづくりを実現するための組織的な基盤（プラット

フォーム）を整備し、多様な主体のそれぞれの強みを生かして自律

的・継続的に課題解決に取り組める地域力の醸成を支援します。 

 

а ע ₢⁮ 

PPP を活用し、民間事業者のアイデア・ノウハウ・技術などによる

最適な公共サービスの提供、地域の価値や住民満足度の最大化など、

地域づくりなどに寄与する改革を推進します。また、既存の取組に加

えデジタル化に伴うソリューション
※14

の提供などにも積極的に導入を

推進していきます。 

ѯ ⁯ 4   ẇΪ ӣ πϸ 

 
Ậ ěᶺ↓̘̓ŇẇΪĦœĨēуӨš↔ ĨŚĮŐ SᴳėŚͯTĺ
ŗĲĵϋĚśĮᶺ↓š ẰĦ ˋủĽӡ ķẇΪˋủĽ᷈ šₑ
řōĨ!ōĮ ˞ ↑ěЉĚĤśĮŵơƧƍƈťЉ šָא⁮Ħ 7
Ĺ ĺęēĵֿפ Ĺἧ ķ ĦĮӣע ĺŗŚōİĴĞřš₢⁮
ĦōĨ!ĤŘĺ ĢśŘĽЉ ἧ œᶺ↓ĹĸĶƙƫƅƊƗū:Ƣš
ᶣ→Ħ ẇΪķӣ ĽōİĴĞřĽѯ šᶣ ĦōĨ! 
 



25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【Ὣ Ẵṭ】 

     ᶀӡẴ╚ ∆ͯ 

公共施設等マネジメント基本計画・実行計画、小中学校施設長寿命 

化計画等に基づき、各公共施設の具体的な対応方針を定め、施設の統

合・集約を進めるとともに、機能の再編・複合化、長寿命化、維持管

理の見直しなどを迅速に実行します。また、廃校の活用についても早

期に方針を決定させ、効果的な利用を促進します。 

 

ṙᵃ ϯ  

今後も継続して財源を確保するため、企業誘致を推進することで将

来的な税収の確保を図ります。また、立地適正化計画に基づく中心市

街地の整備に必要な財源を確保するため、新たに都市計画税の導入

を検討します。 

 

EBP M
※15

Ỹ◐ 

ビッグデータの整理・加工・分析や AI の活用によって社会の複雑化 

する動きを的確に把握して傾向を抽出し、高精度なエビデンス
※16

に基

づく政策の立案と効果検証を実施していきます。 

 

ṙ↓̘̓ ᴜ☺ͯ 

事業の選択と集中による計画的な財源の配分、徹底した業務改革や

事務事業の見直し、財政の硬直化の要因となる義務的経費（人件費や

扶助費など）の適正化、財務諸表等による分析と改善などによって長

期的に健全な行政経営を維持していきます。 

ѯ ⁯   ṙ↓ѯ πϸ 

 
ḚᵭĽ⁵ᶅᵂᾶķᾶẪ᷈ ͯĺŗĲĵᴳḗōśŚṙ↓ѯ Ľ⌠ἥͯĺ
ęēĵő ѻ ĺᴜ☺Ĺṙ↓̘̓šₑŚĮŐ ᶀӡẴ╚ĽḾ ͯĺ
ŗĲĵᴁΪ Ĺ ỉœᶂΌ ĹЉ ĽỸᵅ ƉźƁƭҘίšЉ ĦĮ
ԃ πϸ ĦĮỎ ỎԃĽᴳ ĦĺŗŚᶂΌ Ĺ ẐữᶺšỸᶺ
ĦĵēĜōĨ!ōĮ ḚᵭᴳḗōśŚ •ẬϚ ŇĽὝ ỉĽṙᵃ
ϯ ķĦĵ ⌐Ľ šᴩ ĦĵēĜōĨ! 
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Ễ  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VUCA Ỗ ᾏ͒ ╪  ѯ  

ᾳ  

ѯ ⁯ 1   

 

ѯ ⁯ 2   

⁵ṗ˟→ πϸ 

ѯ ⁯   

ẚỎ πϸ 

ѯ ⁯ 4   

ẇΪ ӣ πϸ 

ѯ ⁯ 5   

ṙ↓ѯ πϸ 

ᶺ↓Ἢּנ ͯ 
꞉ᶅԃ Ḿ ͯ 
ỡộ ₢⁮ 

Ἢ ˟→ 
—˭ ⁵ṗ˟→ 
♯– ᶆῲ 

⁵ Ḁ 
ͯ 

⁵ ỉᵃ ᶂЉ  
πϸ Ỹᵅ 

ᶺ↓̘̓ ᴳ ͯ  
Љ ₢⁮ 

ӣ ѯ ᶣ  
а ע ₢⁮ 

ᶀӡẴ╚ ∆ͯ 
ṙᵃ ϯ  
EBPM Ỹ◐ 
ṙ↓̘̓ ᴜ☺ͯ 

πϸ ể  πϸ ѯ ⁯ πϸ Ὣ Ẵṭ 

˞ ⱦ Ҏ ⁵ṗ Љ  

ỡộ Ỹᵅ ʸ•  

ẇΪ ӣ ổּנ;  
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第４章 行財政改革の推進手法 

 

  

   本基本方針の推進期間は、「第２次総合計画後期基本計画」と併せて令和４

年度から令和８年度までの５年間とします。なお、「かすみがうら市行財政改

革アクションプラン」についても同様の推進期間とします。 

 

 

ể  

今後は、総合計画に掲げる施策や「まち・ひと・しごと創生総合戦略」「行

財政改革基本方針」などの各種計画等に関連する事業などを含めた実施計画

を一元的に進行管理することとします。進行管理においては、行政運営の意

思決定サイクル（ＰＤＣＡサイクル）に行政評価制度を組み込み、成果に対

する妥当性や費用対効果など多面的な評価結果に基づいて迅速に施策や事

業を見直し、効果的かつ効率的な市政運営を図ります。 

内部評価においては、行財政改革の庁内体制をさらに発展させ、庁内の横

断的な推進体制を整備することとし、組織全体でそれぞれの役割を明確にし

て一体的に取り組むことで、適切に事務事業を実施していきます。 

また、市政運営全般を包括的に外部評価する新たな仕組みを導入すること

で、客観的な視点による評価によって内部評価結果を見直すこととし、効果

的な事務事業へのフィードバックを実施していきます。 

さらに、行政運営の進捗状況を市民に公表して広く意見を求め、行政運営

の「見える化」を図ります。 

 

ṕểṖ  

総合計画等推進本部（以下「推進本部」という。）は、「行財政改革基本

方針」や「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定をはじめ、「総合計

画」に掲げる重要な構想や施策の方向性について協議し、市全体の組織

的意思決定を行います。 

推進本部では、行財政改革基本方針の策定、行財政改革アクションプ

ランの進行管理のほか、外部評価委員会、市民や市議会からの意見聴取

や報告を行います。また、実務的な事務事業に関する連絡調整などにつ

Ễ   

ể   
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いては、総合計画等推進本部幹事会（以下「幹事会」という。）に具体的

な指示を行います。 

 

 

 

 

  

 

ṕỄṖ  

幹事会は、総合計画に掲げる施策の具体的な政策の横断的な調整や協

議など、具体的に事務事業全体の調整と精査を行う役割を担うこととし

ます。そのため、推進本部から指示を受けた事項や、ワーキンググルー

プからの提案に係る政策採択の決定、職員提案制度による提案に係る政

策採択の決定、内部行政評価（１次評価）結果の検証と推進本部への報

告、総合計画等推進本部で聴取した意見や提言等の事務事業への反映な

どを実施します。 

 

 

 

 

 

 
 

 

ṕễṖEBPMṇ ṇ  

EBPM ワーキンググループは、共通する行政課題を所掌する複数部署

から主幹・主任級職員を数名程度選抜して構成し、原則として３グルー

プ程度を設置します。各グループでは、行政課題ごとの各部門に属する

改革事項や事務課題の調査・研究・検討を行います。その内容を幹事会

に提案報告し、ボトムアップによる政策立案等の実践の場として活用し

ます。 

 

 

 

 

 

Ḳ市庁議規程に規定される庁議構成員 

Ḳ総合計画の推進に係る重要な事項の意思決定 

内部行政評価（２次評価）の決定 

総合計画等外部評価委員会の意見聴取 

Ḳ課長級職員(協議内容に応じて構成メンバーを変更) 

Ḳ事務事業の１次評価検証 

事務事業の見直し 

庁内を横断的に取り組む事業の調整等 

ワーキングチームの提案報告の検証 

職員提案制度の検証 など 

Ḳ主幹・主任級職員（複数部署から選抜） 

Ḳ行政課題の研究、調査、検討 

幹事会への提案報告 など 
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ṕỆṖ  

外部評価委員会は、識見を有する者や公募市民などによって構成され、

庁内における内部評価結果の客観性や信頼性を確保するため、市政運営

全般の評価を行う組織です。 

外部評価においては、評価対象事業全般の内部評価結果の検証や特定

のテーマに基づく政策評価、総合的な所見からの提言などを行うことと

し、適切な行政運営に寄与するためのチェック機能機関とします。 

 

 

 
 
 
 

₢⁮ ⅝ₑ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ᵰ ᴣӦԌᵓ 

【有識者等】 

◕  

›ὓᵊ  

【庁議構成員】 

ḅⱧᵓ 

【課長級職員】 

Ḛ  

事務事業の計画・実施 

事務事業の評価 

 

◕  

 
市政懇談会 

パブリックコメント 
意見提案制度 
各種アンケート 

◕ṳᵓ 

常任委員会 
特別委員会等 

м˔ϺрϽϽи˔Ф 

【主幹～主任級職員】 
部署選抜で編成 

 

 
Ԍ 

【個人又はグループ】 

 

Ⱨ

ộ
（
関
連
担
当
部
署
） 

  

  

 

 
 

 

 
 

 

 
 

“ ְ֫χᾋΠϥᴟ 

Ḳ市民からの公募、外部有識者等（最大 10 人） 

Ḳ事業推進に対する評価と提言 

幹事会への提案報告 など 
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ể  

今後は、総合計画の基本計画に掲げる各施策を実施するための事務事業を、

実施計画のローリング式の評価・検証、まち・ひと・しごと創生総合戦略の

進捗管理としてのKPI
※17

の評価・検証、行財政改革アクションプランに係る進

捗管理としての目標値の評価・検証を、各事業別に一元化して総合的に評価・

検証し、その結果を各事業へ効果的にフィードバックすることとします。 

これによって、市の将来像を実現するための各施策が目指すべき方針や具

体的な活動指標から導き出される各事業の「何を いつまでに どれぐらい 

どのように」を明確にすることが可能となります。また、この評価・検証を

内部だけでなく外部機関によっても実施し、その結果を市民へ公表すること

で、これまで以上に市の方針や取組状況の見える化が図れることとなります。 

このように、行政に対するチェック機能を拡充することや、できるだけ多

くの情報を市民へ広報することで開かれた行政を目指していきます。 

 

ṕểṖ  

実施計画に基づき実施した事務事業は、１次評価（担当部署による評

価）を行います。１次評価では、事業概要やコスト、実績、指標等の成果

などを踏まえて事業そのものの自己評価を行います。 

１次評価の結果は、推進本部事務局で担当部署のヒアリングを実施し

て再調整し、幹事会での検証を踏まえて推進本部にて２次評価（最終的

な内部評価）を決定します。 

 

ṕỄṖ  

内部評価の結果を委員会に報告し、３次評価（第三者の視点で客観的

な評価）を行います。外部評価では、評価対象事業全般の内部評価結果

の検証を行い、最終的な行政評価結果を確定します。また、特定のテー

マに基づく政策評価を実施し、政策の本質に対する評価や新たな政策の

提案などの意見の集約を図ります。このようなプロセスを経て、総合的

な所見からの提言などを行います。 

  

 

ễ   
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ṕễṖ  

内部評価と外部評価を経て取りまとめられた行政評価の内容は、市民

や市議会への説明責任、財源の有効活用等の観点から、可能な限り多様

な広報媒体にて公表します。公表を行った事業内容や評価結果について

は、新たな市民提案制度などを整備して市民から広く意見を募集します。 

市民からの意見は、最終的に本部に集約された後、市の施策や事務事

業に可能な限りフィードバックし、さらなる事業の推進を図ります。 

 

ṕỆṖ  

提言や意見を聴取した結果は、総合計画等推進本部から幹事会を経由

して担当部署へフィードバックし、確実に事業計画に反映させるととも

に予算編成においても勘案することとします。このようにして、検証と

改善などを十分に反映した新たな年度の実施計画を策定し、事業の推進

を図ることとします。 

 

Ỏԃ ͻ Љ  
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Check   
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第５章 行財政改革アクションプラン 

 

  

ể  

本市では、複雑で不可測な社会情勢の中でも、その社会のニーズに対応し   

持続的に発展を続け、行政サービスを最適化させていくことが不可欠であること

から、新たな行財政改革の基本方針を設定しました。 

この基本方針に基づき、行財政改革を計画的に推進するとともに、より高い実

効性を確保するため、毎年度の取組内容等を具体的に示した行動計画として、行

財政改革アクションプランを設定します。 

アクションプランでは、推進期間における各年度の取組計画、目標を具体的に

掲げると同時に、成果説明や今後の取組を示し、改革プログラムの達成状況をよ

り分かりやすい形で管理していきます。 

 

Ễ  

本アクションプランの推進期間は、基本方針と同様に令和４年度から令和８年

度までの５年間とします。 

推進期間においては、社会情勢の変化等に柔軟に対応し、進捗や達成状況を踏

まえ、必要に応じて取組事項の見直しや実施年度等の変更を行うなど、弾力的な

運用を図ることとします。 

 

ễ  

行財政改革の取組は全職員が行財政改革に対しての共通認識を持つことで、全

庁が一体となって取組事項を実施します。全庁的に推進された取組事項は、市長

を本部長とする「総合計画等推進本部」を中心として、全職員が意識を新たに一

丸となって取り組みます。また、総合計画等外部評価委員会における検証や、市

民や市議会への進捗状況の報告による意見聴取なども実施しながら、着実に進行

管理や評価公表を実施します。 

計画推進にあたっては、個々の取組事項ごとに具体的な取組計画や目標達成時

期を設定し、ＰＤＣＡサイクルにより毎年度の進行管理を行います。また、取組

を進める過程でも、適宜、ＰＤＣＡサイクルによる取組内容の見直しを行いなが

ら進めます。 

 

 

ể   
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Ệ ֹו  

SDGs とは、2015 年 9 月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のため

の 2030 アジェンダ」に記載された、2030 年までに持続可能でより良い世界を実

現するための国際目標です。（下図参照） 

この SDGs の理念は、政策の最適化や課題解決の加速化への相乗効果が期待で

きます。そのため本市では、基本方針で掲げた将来目標を達成するために、SDGs

の視点を行財政改革に一体的に取り組むこととします。 
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ể  

アクションプランでは、基本方針の「基本理念」と「将来目標」を実現するた

め、３つの「改革の視点」と５つの「基本方針」に沿って設定した「重点施策」

に基づき具体的な「取組事項」を掲げており、それらを計画的に達成するための

目標を定めています。 

 

Ễ  

アクションプランは、これまでの行財政改革で積み残しとなった項目や社会情

勢等の変化を捉え、重点的に取り組むべき施策として 31 の取組事項を抜粋して

設定しました。 
 

ṕểṖ ṇ   

行政サービスの視点では、現代の急速な社会情勢の変化やそれに付随する

市民ニーズの多様化に対応すべく、市が提供する行政サービスを効率化、最

適化することを課題としています。主に、手続や業務の見直し、ICT 活用な

どにより業務量やコストの削減を図り、それにより創出された人的資源や財

源を活用することで新たな行政サービスを提供していきます。 

 

 ṇ   

スマート自治体への変革では、業務の見直しや ICT の活用により、市民

の利便性向上や行政手続の省力化を目的としています。これらを実施する

ことで、質が高く市民に寄り添った行政サービスを継続的に提供できる体

制を目指します。 
 

Ὣ Ẵṭ Ἠ♯ 
᷿ Ẵṭŵ:Ƌ Ἠ♯Ỏ᷆ ᾘ Ɯ:ź 

ᶺ↓ἪּנĽŬƵƫŦƵͯ 

1 1- 1- 1- 1 ƠŦƌƵƒ:ŭ:Ƌ Ậ ⁮אָ Ξ 40 

2 1- 1- 1- 2 ⌐ Ỏ ĽƉźƁƭͯ ⌐ Ξ 41 

3 1- 1- 1- 3 ᶺ↓ἪּנĽ͓˫ Ľᴳ Ħ ῾ ↓ṭΞ 42 

꞉ᶅԃ ĽḾ ͯ 4 1- 1- 2- 1 ꞉ᶅԃ Ľᴳ Ħķщ♬ͯ Ậ Ξ 43 

ỡộ DXĽ₢⁮ 

5 1- 1- 3- 1 ƉźƁƭѯ Ľπϸ ῾ ↓ṭΞ 44 

6 1- 1- 3- 2 ˞ἎγĽƉźƁƭͯ ῾ ↓ṭΞ 45 

Ễ וֹףּ   
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ṕỄṖ שּ   

ひとづくりの視点では、地域社会を支える人々にフォーカスしています。 

人材育成や意識改革といった個人に対するものや、地域コミュニティや行政

組織運営の風土醸成といった多面的な取組を行います。また、情報化社会に

おける地域社会全体の問題を解消するため、人とデジタルがつながる自治体

運営を目指します。 

 

  

人材育成の改革では、様々な分野での「担い手」をキーワードに改革を実

施します。市民協働におけるリーダーの育成や、文化、財産の継承などに注

力して取り組みます。また、柔軟でスピード感のある行政運営を目指すため、

市職員の能力開発や行政組織の抜本的な見直しを実施します。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

仕事の改革では、行政の所管する事務を見直し、人的資源の有効活用や働

き方の改革を実施します。これまで職員が行っていた作業をデジタル技術に

代替させることで、業務の縮減と財政や人的資源の最適化を行います。 
 

Ὣ Ẵṭ Ἠ♯ 
᷿ Ẵṭŵ:Ƌ Ἠ♯Ỏ᷆ ᾘ Ɯ:ź 

⁵ķƉźƁƭĽ Ḁ 

13 2- 2- 1- 1 ἐĺ Ħē῾ “ ᾙᶓ Ξ 52 

14 2- 2- 1- 2 ƉźƁƭҘίĽ ᶂЉ  ῾ ↓ṭΞ 53 

Ɯ:Ɠ:ƮŻͯ 15 2- 2- 2- 1 Ɯ:Ɠ:ƮŻͯĽ₢⁮ Ꞌ Ξ 54 

⁵ ỉᵃĽ ᶂЉ  16 2- 2- 3- 1 ∆ĶᶂΌ Ĺ—˭  Ꞌ Ξ 55 

Ĝ πϸĽỸᵅ 17 2- 2- 4- 1 Ꞌ ỖѕĽὲᵂ Ꞌ Ξ 56 

Ὣ Ẵṭ Ἠ♯ 
᷿ Ẵṭŵ:Ƌ Ἠ♯Ỏ᷆ ᾘ Ɯ:ź 

ēἪĽ˟→ 

7 2- 1- 1- 1 ӣ ˋủĽ →ķЉ ằ̻ Ậ ӣ Ξ 46 

8 2- 1- 1- 2 ԃᵭװἐĽ˟→ ₣ẏΞ 47 

9 2- 1- 1- 3 ỡ ĦĮ ˞ ṉĽᶣ  ѬѾш Ξ 48 

10 2- 1- 1- 4 ϹłĺŗŚ ˞ķ⁵ĴĞř −ϗϹὌΞ 49 

—˭Ľ⁵ṗ˟→ 11 2- 1- 2- 1 —˭Ľˋủπϸķ˟→ Ꞌ Ξ 50 

♯– Ľᶆῲ 12 2- 1- 3- 1 ꞋḀᴁΪ Ľ₢⁮ ⅝Ӫͯ ↓ṭ̘תΞ 51 
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ṕễṖ   

財政健全化の視点では、行財政運営における課題を整理し、限られた資源

の中での効率的で適切な行政経営に向けた取組や、まちづくりにおいて重要

な市民等の市政参画をより推進するための取組を実施します。 

 

   

魅力あるまちづくりをするためには、市民の参画が欠かせません。参画と

協働の改革では、市民等が市政参画のしやすい基盤を構築し、協働のまちづ

くりを進めるための取組を行います。 
 

Ὣ Ẵṭ Ἠ♯ 
᷿ Ẵṭŵ:Ƌ Ἠ♯Ỏ᷆ ᾘ Ɯ:ź 

ᶺ↓̘̓ĽSᴳėŚͯT 18 3- 1- 1- 1 Ậ ĺѲř ĲĮᶺ↓̘̓ ↓ṭ̘תΞ 57 

ŵơƧƍƈťЉ Ľ₢⁮ 

19 3- 1- 2- 1 ƍ:żķ ĦĮ−ϗϹὌ −ϗϹὌΞ 58 

20 3- 1- 2- 2 ̓ŵơƧƍƈťĽЉ↑ͯ −ϗϹὌΞ 59 

ӣ ѯ Ľᶣ  

21 3- 1- 3- 1 ὡ ỡộĽˋủπϸ Ậ ӣ Ξ 60 

22 3- 1- 3- פֿ 2 Ĺἧ ķĽӣ  ↓ṭ̘תΞ 61 

а  ⁮₢Ľע

23 3- 1- 4- 1 ˟Ẵ╚ĽẰ ш ͯ ŻƟ:Ɔ‪ӸΞ 62 

24 3- 1- 4- 2 ѕỎԃἐķĽ  ע
ᶀӡẴ╚ ƠƏ 
źƣƵƊ₢⁮Ỳ 63 

25 3- 1- 4- 3 а ĺŗŚע ˞Љ↑ͯ ˞ ỉ₢⁮Ξ 64 

 

   

財政基盤の改革では、昨今の人口減少と少子高齢化によって財政基盤の 

脆弱化の懸念があるため、今後見込まれる投資に向けて、保有する資産や事

務事業の最適化を図り、財源の確保と長期的な見通しをもった財政運営を執

行するための取組を行います。 
 

Ὣ Ẵṭ Ἠ♯ 
᷿ Ẵṭŵ:Ƌ Ἠ♯Ỏ᷆ ᾘ Ɯ:ź 

ᶀӡẴ╚Ľ ∆ͯ 

26 3- 2- 1- 1 ᶀӡẴ╚ĽꞋ Ṧᵂ ᴩḱшṙΞ 65 

27 3- 2- 1- 2 ᶀӡẴ╚Ḿ ͯĽͽּי 
ᶀӡẴ╚ ƠƏ 
źƣƵƊ₢⁮Ỳ 

66 

ṙᵃĽϯ  

28 3- 2- 2- 1 ‫ĮĹṙᵃĽϯ  ↓ṭ̘תΞ 67 

29 3- 2- 2- 2 ńŚĤķ ⌐Ľἵ ϩ  ˞ ỉ₢⁮Ξ 68 

EBPMĽỸ◐ 30 3- 2- 3- 1 ↓ṭ ʼŻů:ƢĽϯ  ↓ṭ̘תΞ 69 

ṙ↓̘̓Ľᴜ☺ͯ 31 3- 2- 4- 1 ṙ↓ᴜ☺ͯѯᾈĽᴳ Ħ ↓ṭ̘תΞ 70 
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ễ  

行財政改革における、「見直しの視点」、「基本方針」、「重点施策」、「取組事項」

の体系については、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 行政サービスの視点 

①  

② 税務事務のデジタル化 

③ 行政手続の押印等の見直し 

① 窓口業務の見直しと簡素化  窓口業務の最適化 

① デジタル基盤の改革  自治体DXの推進 

② 地域社会のデジタル化 

ᴳ ể  

ѯ ⁯ 

Ὣ Ẵṭ Ἠ♯Ỏ᷆ 

Ⅱ ひとづくりの視点 

１ 人材育成の改革 担い手の育成 ①  

② 農業後継者の育成 

③ 自律した地域防災の構築 

 ①職員の意識改革と育成 ⑵ 職員の人材育成 

 ①  ⑶ 組織力の向上 

⑴ 人とデジタルの融合 ① 利用者に優しい情報発信 

 ② デジタル技術の有効活用 

 ① ペーパーレス化の推進 

1 

⑵ ペーパーレス化 

 ① 適正で効果的な職員配置 ⑶ 人的資源の有効活用 

 ① 総労働時間の縮減 ⑷ 働き方改革の実現 

２ 仕事の改革 

④  
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① 住民自治の意識改革 

１ 参画と協働の改革 ⑴ 行政運営の「見える化」 ①  

 ① 

②  

② 多様な主体との協働 

⑵ 

⑶ 協働基盤の構築 

 ③  

⑷ 官民連携の推進 

２ 財政基盤の改革 ⑴ 公共施設の適正化 ① 公共施設の総量削減 

 ② 公共施設最適化の加速 

 ① 新たな財源の確保 ⑵ 財源の確保 

 ① 政策立案スキームの確立 ⑶ EBPMの実践 

 ① 財政健全化基準の見直し ⑷ 財政運営の健全化 

 ② ふるさと納税の受入拡大 

 ② 民間事業者との連携 

 ① 体育施設の指定管理化 

Ⅲ 財政健全化の視点 

ᴳ ể  

ѯ ⁯ 

Ὣ Ẵṭ Ἠ♯Ỏ᷆ 
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アクションプランの取組事項をまとめた個別シートは、次の例示のとおりです。 

 

ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿ 
 

Ẵṭŵ:Ƌ 

 πϸĽể  ѯ ⁯ 

Ὣ Ẵ ṭ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ 

Ἠ♯Ỏԃ  ᾘ 

 

ᵅ ķΞ  

 

Ἠ ♯  

 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

      

→ Ό  

 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

      

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

  

ṙ ↓ ᶂ Ό 
 

 

ї Ĩ Ś 

ἧĹ SDGs 

 

ḭנּ ḭ ḭ

פּ ḭ ︡ קּ פּ ︡ ךּ

︣Ḯ 

ṇ ḭ

︡ ךּ ︣Ḯ 

וֹףּ

︡

ḭ ḭ

︡ ךּ

︣Ḯ 

︣ כֿ ︡ ךּ ︣Ḯ

ḭ ︡ ︡ ךּ ︣Ḯ 

צּ ḭּט קּ ︡

ךּ ︣Ḯ ḭ ︡ ךּ ︣Ḯ 

ḭ טּצּ פּ ︡ ךּ ︣Ḯ

צּ קּ ךּ ḭ ︣Ḯ 

︣ SDGs ṇ ︡ ךּ ︣Ḯ 

נּ ḭ ︣ ︡

ךּ ︣Ḯ ḭ ︡ ︡ḭ ẓ

ṕԐ֟ԃ֥ԐԓԃԝṖẓ ṕ Ṗẓ ︡ ︡ ︣Ḯ

ḭ ṇ ḭ ṇ ︡ ︡ḭ

לּ ︡ ︣Ḯ 

ễ  ṕ ṇ Ṗ 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ - - -  

πϸĽể  ᶺ↓ ể  ѯ ⁯ ỡộ ϸ 

Ὣ Ẵ ṭ ᶺ↓Ἢּנ  ͯ Ἠ ♯ Ỏ  ⁮אָ ᷆

Ἠ♯Ỏԃ  ᵕ┬ὡ ѯ Ỏԃ ᾘ Ậ Ξ 

 

ᵅ ķΞ  

ᶺ↓Ἢּנĺĳēĵľ ēĿŘĜ Ẫ′≠$ ὶŷ:ƕŻě̓ ĤśĵēŚőĽ

Ľ ˢ ĽἪּנœ ὶĽŎĽἨʭēķĹĲĵēōĨ!Ậ ƍ:żĽֿפ ͯĺ

͒ĨŚĮŐ ĶĜŚᵊřỖѕœῺᾒš◑ĿĩĺἪּנ šЯ ĤĪŚĢķěĶĜ

Śŷ:ƕŻš ӜĦ Ậ Ľ ↑š᷈ŐĵēĞ ěđřōĨ! 

Ἠ ♯  

ƠŦƌƵƒ:ŭ:Ƌš ĦĮ ⁵ϯ ƍ:żœ Ẫ′≠ĹĸěϩὢĤśŚĢ

ķšᴳḗŎ ἐš+ͽĤĪŚĮŐĽ őѝŐĮע ҷז šₑřōĨ!

ōĮ ŵƵƕƍᵺ ŷ:ƕŻĽἨʭἯ ĽϩὢœἨřʭē; ĹἪּנšᴩ Ĩ

ŚĹĸ ἪּנĽщ♬ͯœ ѾγĽὲᵂšₑřōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

ҷז      

ῥ ᾙ Ἠ Ἢ ϩὢ ᴩ  Ệᶺ Ỹῥ   

→ Ό  

ƠŦƌƵƒ:ŭ:ƋĽ ҷšₑř Ậ ĺķĲĵ ↑Ľ᷈ēŷ:ƕŻš

ĶĜŚуӨš↔ėōĨ!ōĮ ꞉ᶅœŵƵƕƍĹĸĶщˍĺ ĶĜŚἪ

šϩὢĦ ἐĽ ↑ᶆῲķ꞉ᶅỎ ĽֿפϲͯšₑřōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

ƠŦƌƵƒ:ŭ:Ƌ ҷז Ỏԃ₲ 2 3 3 4 4 

ŵƵƕƍ ĶĽἪּנ$′≠ ĽἯ  2 3 4 5 6 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

ỡộ DX₢⁮ĺęĠŚὫ Ἠ♯ķĹŚƠŦƌƵƒ:ŭ:ƋĽ ҷěₑŘś Ậ

ě ↑Ľ᷈ēŷ:ƕŻšἵĠŘśŚŗĕĺĹřōĨ!ōĮ Ἢּנœ′≠

šƉźƁƭͯĨŚĢķĶ ꞉ᶅ ͒ỖѕĽṦᵂœỎ Ľᶂ ͯěₑśōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

ƠŦƌƵƒ:ŭ:ƋĽ ҷ  60p 

ṙ ↓ ᶂ Ό  ; 

 

ї Ĩ Ś 

ἧĹ SDGs 
  

 

ᴩ $Ệᶺ$Ỹῥ 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ - - - 2  

πϸĽể  ᶺ↓ ể  ѯ ⁯ ỡộ ϸ 

Ὣ Ẵ ṭ ᶺ↓Ἢּנ  ͯ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ ⌐ Ỏ  ͯ

Ἠ♯Ỏԃ  Ậ⌐ ΞỎ Ỏԃ ᾘ ⌐ Ξ 

 

ᵅ ķΞ  

Ξ⌐Ɖ:Ɓ šἨřʭĕỎԃἐœаᶀᾘĹĸĽŬƵƫŦƵͯ šѝŐĮƉźƁ

ƭπϸš ōė ὦ Ĺ ͒ě ŘśĵēōĨ!ōĮ Ậ ƍ:żĽֿפ ͯĺ

͒ĨŚĮŐ ĶĜŚᵊřỖѕœῺᾒš◑ĿĩĺἪּנ šЯ ĤĪŚĢķěĶĜ

Śŷ:ƕŻš ӜĦ Ậ Ľ ↑š᷈ŐĵēĞ ěđřōĨ! 

Ἠ ♯  

Ậ⌐ ΞỎ ĺęĠŚ′≠œ ὶ ĽŬƵƫŦƵͯœΞ⌐Ɖ:Ɓ ἸἵĽˢЈ

ᾐ ĺŗĲĵ Ếƛ:ŻĶĽỎ ἨʭšṦᵂĦĵỎ Ľᶂ ͯšₑřōĨ!ō

Į ϧἯ⌐ῥ ᾙĽŵƵƕƍᵺ ŷ:ƕŻš Ħ Ҷ œỖѕϑĶőᵺ ;

ķĦōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

Ậ⌐ ΞỎ ͯ Ỹῥ     

ῥ ᾙ ᵺ ϩὢ      

→ Ό  

ĹΞ⌐ ῨἐĚŘᶂ ĺΞ⌐Ɖ:ƁšἽὝĨŚĢķĶ Ξᴒ Ỏ Ľ

ᶂ ĹŻů:Ƣšϯ ĦōĨ!ōĮ 7ĹŹ:ƵĺęĠŚ⌐ Ἢּנ ěŬ

ƵƫŦƵͯĤśŚĢķĶ ἐĽ ↑šᶆῲĤĪōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

ŬƵƫŦƵἪּנ ĽἨʭᴙ₲ 25 50 75 100 125 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

פֿ Ĺ′≠œ ὶ ěŬƵƫŦƵͯĤśŚĢķĶ ỎԃᾒœỎԃἐĹĸěᶺĕ

ṽĹἪּנ ěщ♬ͯĤś ↑ěᶆῲĤśōĨ!ōĮ Ỏ ĽƉźƁƭͯĺ

ŗĲĵ Ếƛ:ŻĶἨřʭĕỎ ķ꞉ᶅ ͒š ĨŚỎ ĽṦᵂěₑśōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

ŬƵƫŦƵἪּנ ĽἨʭᴙ₲ 125ᴙ 

ṙ ↓ ᶂ Ό  ; 

 

ї Ĩ Ś 

ἧĹ SDGs 
  

 

ᴩ $Ệᶺ$Ỹῥ 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ - - -  

πϸĽể  ᶺ↓ ể  ѯ ⁯ ỡộ ϸ 

Ὣ Ẵ ṭ ᶺ↓Ἢּנ  ͯ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ ᶺ↓Ἢּנ ͓˫ ᴳ  

Ἠ♯Ỏԃ  Ẫỡộ ₢⁮Ỏԃ ᾘ ῾ ↓ṭΞ 

 

ᵅ ķΞ  

Ậ ƍ:żĽֿפ ͯ$᷈ ͯĺŗŚ ͯĺᾏ͒ĨŚĮŐ ᶺ↓ŷ:ƕŻĽỷķ

ĜŐṐœĚĤĽᶆῲě ĶĨ! ĺỡộ DXĽ₢⁮ĺѲ ĨŚĮŐᶺ↓Ἢּנ

ĽŬƵƫŦƵͯĺŗŚ ↑ᶆῲěҾŐŘśĵēōĨ! 

Ἠ ♯  

͓˫ Ľᴳ ĦķἪּנĽщ♬ͯšₑř ĬĽᴕΌš ōėĵᶺ↓ἪּנĽŬƵƫ

ŦƵͯšₑřōĨ!ōĮ ᶺ↓ἪּנĺůƥƅŹƧƮŻᴒṈѾ ő ͽĨŚĢķ

ĹĸĺŗĲĵ ŬƵƫŦƵͯě; Ĺᶺ↓ἪּנĽἯ šϩὢĦ ό ĺ☺ĵ

Ľᶺ↓ἪּנĽŬƵƫŦƵͯš ẰĦōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

͓˫ ᴳ ↔ ᴩῥ Ỹῥ     

ᶺ↓Ἢּנ Я☺  ͯ Ỹῥ     

Ἢּנ ϩὢ Ỹῥ     

→ Ό  

ēĿŘĜ Ẫ′≠ ὶŷ:ƕŻœŃĲĮřŷ:ƕŻĹĸš Ħ ŬƵƫŦƵ

ĶЯᴕĨŚᶺ↓Ἢּנš ĺϩὢĤĪōĨ!ōĮ ĺęĠŚ ὶœἪּנ

ĺęēĵő ĺϩὢĤĪōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

ŬƵƫŦƵͯᶺ↓ἪּנĽἯ  500 1,000 1,000 1,000 1,000 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

ᶺ↓ἪּנĽŬƵƫŦƵͯ₢⁮ĺŗĲĵ Ậ Ľ ↑ěᶆῲĨŚĢķĶŷ:ƕ

ŻĽỷĽᶆῲěₑśōĨ!ōĮ ͒ĨŚỖѕĽ ὲœỎ Ľᶂ ͯĹĸ

ĺŗĲĵỎ Ľᶂ ͯěₑśōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

ŬƵƫŦƵĶĽ′≠ᴙ₲GἯ \10ᴙH 10, 000ᴙ 

Ỏ ᶂ ͯěₑśĮỖѕG20 / 1ᴙ\10,000ᴙH 3, 500Ỗѕ 

ṙ ↓ ᶂ Ό 
W┤ẐḣӏX 

Ԍӈ 7, 782╤̳=240 =8H\3,500H 
14, 185╤̳ 

 

ї Ĩ Ś 

ἧĹ SDGs 
  

 

 

 



43 

 

ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ - - -  

πϸĽể  ᶺ↓ ể  ѯ ⁯ ỡộ ϸ 

Ὣ Ẵ ṭ ꞉ᶅԃ Ḿ ͯ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ ꞉ᶅԃ ᴳ щ♬ͯ 

Ἠ♯Ỏԃ  ᵕ┬ὡ ѯ Ỏԃ ᾘ Ậ Ξ 

 

ᵅ ķΞ  

ѻ Ĺ ķĦĵ꞉ᶅԃ ĺęĠŚ ѕˇ Ľ Ľπ◘Ľ ↑ľ ủ

ĦĵēōĨě ĢśōĶĽᴩ ĺęēĵ ᶂΌĽ ĚŘ šᴳהĲĮת

ΣěđřōĦĮ!ĦĚĦ Ἆγ῾⅞š ōėĮ☺Ḋ Ĺ ᶆšєŎōĨķ ꞉ ᶅ

ԃ ĺęĠŚŷ:ƕŻᶆῲĽᴳ Ħšᴩ ĨŚ ěđřōĨ!ōĮ ѕỎ

ԃἐĽ ӜĨŚŷ:ƕŻĽϩὢœƉźƁƭҘίĽᶆῲĹĸš ōė ѕỎԃ

ἐĽᶂΌ ĹЉ őᴩ ĨŚ ěđřōĨ! 

Ἠ ♯  

ԃ ƗƯ:š ͩĺŗĲĵ ϯͯĦ Ỏ Ľᶂ ͯš ōėĮπ◘ ṭšᴩ

ĦōĨ!ōĮ Ԅ ĽἪּנ꞉ᶅķĦĵĽЉ œꞋḀ꞉ᶅ╚ Ľᴩ  ꞉ ᶅԃ

ĺęĠŚ ѕỎԃἐĽᶂΌ ĹЉ ĺŗĲĵ Ậ ŷ:ƕŻĽᶆῲšₑřō

Ĩ!ōĮ ꞉ ᶅŷ:ƕŻĽ˓ổᶆῲķ ∆Ĺ⁵˭  ᶂΌĹĸš☺

ĺᴩῥĦ ᶂ Ĺ꞉ᶅ̘̓š ẰĦĵנּװ ĺᴳ ĦšᶺĲĵēĜōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

ԃ ϯͯ ᴩῥ ᴩῥ    

꞉ᶅԃ ᴳ ỸẴ      

∆⁵˭ ᶂΌ ᴩῥ ᴩῥ     

→ Ό  

꞉ᶅԃ Ľᴳ ĦĺŗĲĵḾ ͯšָא⁮Ħ ϧἯᶺ↓Ἢּנš ĤśŚẬ Ľ

↑ĽᶆῲķἪּנĽщ♬ͯœᶂ ͯšₑřōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

ᴳ ĦĤśĮԃ G ᴁH 1 2 3 4 5 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

ὡ ŷ:ƕŻĽ˓ổķỷĽᶆῲšₑřĳĳő Ỏ Ľᶂ ͯœ ѕỎԃἐĽЉ

ĺŗĲĵ ķĨŚ⁵ ỉᵃĽṦᵂěₑŘś ĤŘĺᶺ↓ŷ:ƕŻĽᶆῲš

ₑŚĮŐĺὡ ƍ:żš ōėĵḽ ĨŚĢķěĶĜōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

⁵ᶏṦᵂĺŗŚᶂ ⁵˭ G⁵ᶏṦᵂ H 25p 

ṙ ↓ ᶂ Ό 

W┤ẐḣӏX 

15.5G⁵ᶏH×75p≒11.6G▲ÖHG⁵ᶏH 

Ԍӈ 7, 782╤̳×Ö⁵ᶏ 

 31,128╤̳ 

 

ї Ĩ Ś 

ἧĹ SDGs 
  

 

ᴩ $Ệᶺ$Ỹῥ 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿ 5  Ẵṭŵ:Ƌ - - -  

πϸĽể  ᶺ↓ ể  ѯ ⁯ ỡộ ϸ 

Ὣ Ẵ ṭ ỡộ DX ₢⁮ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ ѯ πϸ 

Ἠ♯Ỏԃ  ῾ уӨш ̘̓Ỏԃ ᾘ ῾ ↓ṭΞ 

 

ᵅ ķΞ  

ỡộ DX₢⁮ἪᾏᾙĺѯĴĜ ỡộ ĺҾŐŘśŚὫ ᷆ Ľ₢⁮šₑŚ

ěđřōĨ!ĬĽĮŐ ☺ ĹƠƏźƣƵƊ ⅝Ľᶣ œ῾ ŽůƧƬ

ƈťĽᴳ ĦĹĸ ƉźƁƭѯ ĽπϸěҾŐŘśĵēōĨ! 

Ἠ ♯  

῾ ƏƅƊƱ:űĽűƫŨƋͯĽᴩש œ ▬ͯķ ͒PCĽ šỸẴ

ĦōĨ!ѯгשŹŻƈƢľ ḊœӣҡγĹĸĽ ᶆš ōėĵ ᾈͯŹŻƈƢ

Ň̳Ћĺ˒ᶺĦōĨ!ƉźƁƭѯ Ľπϸĺ ĕ῾ ̠ĽƬŻűš ōė 

ẬŽůƧƬƈťƟƬŹ:Ľᴳ Ħœ—˭ᶆĠ׃ šᶺēōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

▬ͯĽ œPC  Ỹῥ     

ѯгשŹŻƈƢ ᾈͯ$ӡ ͯ ᴩ  ᴩ  ↔  Ỹא  

ŽůƧƬƈťӪͯ ᴩῥ ׃     

→ Ό  

ƏƅƊƱ:űуӨœŹŻƈƢ ICTѾѮš᷈ ͯĨŚĢķĶ Ľ ↑œ

↑šᶆῲĤĪōĨ!ōĮ ŽůƧƬƈťӪͯĺŗĲĵ ŷŦƒ:ᶜᴌœ῾

̠ ĺŗŚŦƵŹƉƵƊĺ ĨŚƬŻűĽᴄᵂšₑřōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

PC ▬ͯ ͒₲ 200 230 230 330 415 

ѯгשŹŻƈƢ ᾈͯԃ ₲ ; ; ; 17 50 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

ỡộ DXĽ₢⁮ĺŗĲĵƉźƁƭͯœԃ πϸĽἨ♯ě Ĥś ὡ Ľ

↑ᶆῲœᶺ↓Ľᶂ ͯěₑśōĨ!ōĮ ĢśĺŗĲĵ S⁵ṗTķSṙᵃTš

ỡŘ−ŎὶĦ ᵊŘśĮỉᵃš ˞ĽᾜΞ ĽδᴒŇᶂ ĺЉ ĶĜōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

ỡộ DX₢⁮ᴁΪĽὫ Ἠ♯Ỏ᷆Ľ → GpH 80p 

ԃ π◘ĺŗĲĵᴄᵂĤśĮꞋԃ G⁵ᶏH 10⁵ᶏ 

ṙ ↓ ᶂ Ό 
W┤ẐḣӏX 

Ԍӈ 7, 782╤̳ \ 50 ᾘ \ 0.2 ⁵ᶏ 
77, 820╤̳ 

 

ї Ĩ Ś 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ᶺ↓ ể  ѯ ⁯ ỡộ ϸ 

Ὣ Ẵ ṭ ỡộ DX ₢⁮ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ ˞Ἆγ  ͯ

Ἠ♯Ỏԃ  Ẫỡộ ₢⁮Ỏԃ ᾘ ῾ ↓ṭΞ 

 

ᵅ ķΞ  

ỡộ DXĽ₢⁮šₑŚĮŐ ʌ ṙ↓πϸĽˢуķĦĵ♯– ĺ ⅝š↔ėᴁΪ

ĺὫ Ἠ♯Ỏ᷆Ľ ỸĹỸẴěҾŐŘśĵēōĨ! ōĮ Society5.0 ĽỸᵅ

ĺᶆĠĵ ˞ἎγĽƉźƁƭͯœƉźƁƭƉƒŦƋG῾ ϫḰH ṭĺĳēĵ

ő ĽἨř♯Ŏě ķĹĲĵēōĨ! 

Ἠ ♯  

ỡộ DX₢⁮ᴁΪĺסġŚὫ Ἠ♯Ỏ᷆šỎ ỎԃŇ‫Įĺ♯ŎḗŎ PDCAŷ

ŦűƭĺŗĲĵϯỸĺ⁮ᶺш ĦōĨ!ōĮ ˞ἎγĽƉźƁƭͯš₢⁮Ĩ

Śķķőĺ ƉźƁƭƉƒŦƋ ṭķĦĵ ᶓēїגἐķ ĦĮע ˞ὡ ĺ

ĨŚĜŐṐœĚĹƉźƁƭЉ ằ̻šỸẴĦōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

Ὣ Ἠ♯Ỏ᷆Ľ⁮ᶺш  Ỹῥ     

˞ἎγĽƉźƁƭͯĽ₢⁮ ᴩ  Ệᶺ Ỹῥ   

ƉźƁƭƉƒŦƋ ṭĽ₢⁮ ᴩ  Ệᶺ Ỹῥ   

→ Ό  

ỡộ DX₢⁮ᴁΪĺסġŚὫ Ἠ♯Ỏ᷆šϯỸĺỸᶺĦ ὡ Ľ ↑ᶆῲœ

ᶺ↓ŷ:ƕŻĽᶆῲšₑřōĨ!ōĮ ƉźƁƭуӨĽ↔ ķƉźƁƭЉ ằ

̻ĺŗĲĵἎγ☺ ĽˋủπϸšₑřōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

→ΌĽđĲĮὫ Ἠ♯Ỏ᷆ 1 2 3 4 5 

˞ἎγƉźƁƭͯỎԃ₲ ; 1 3 3 3 

ƉźƁƭƉƒŦƋ ṭỎԃ₲ ; 1 3 3 3 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

ỡộ DXĽ₢⁮ĺŗĲĵ ƉźƁƭἎγĽỸᵅĺѲ ĶĜōĨ!ōĮ ĜŐṐ

œĚĹƉźƁƭЉ ằ̻ĺŗĲĵƉźƁƭƉƒŦƋě⅛∆Ĥś ƉźƁƭͯĽ

ƣƬƅƊšӚἵĶĜŚ ˞Ἆγěכ→ĤśōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

Ὣ Ἠ♯Ỏ᷆Ľ⁮  ӲG → H 80p 

ṙ ↓ ᶂ Ό  ; 

 

ї Ĩ Ś 

ἧĹ SDGs 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ể  ѯ ⁯ ⁵ṗ˟→ πϸ 

Ὣ Ẵ ṭ Ἢ ˟→ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ ӣ ˋủ  → Љ ằ  ̻

Ἠ♯Ỏԃ  Ậ ӣ Ỏԃ ᾘ Ậ ӣ Ξ 

 

ᵅ ķΞ  

Ậ ěᶺ↓ŷ:ƕŻĽἵĠἪķĦĵįĠĶĹĞ ōİĴĞřĽ ēἪķĦĵ

˞ĽΞ δᴒŇỡŘᶺ ĨŚĢķěҾŐŘśĵēōĨ!ỡŘěổĳ œתᴻ

š−ĚĦĮẬ ķᶺ↓ĺŗŚӣ ĽōİĴĞřš₢⁮ĦĵēĞĮŐ ŵ

ơƧƍƈťĽ •ķĹŚS ēἪTĽ ֳķằ̻šנּװĨŚ ěđřōĨ! 

Ἠ ♯  

Ậ œéëê ⁵ĽЉ  Ӳšֿפ ĹƣƉťŤĶ┤Ԇ ĺ῝βĦ Ậ Ľ

SỡŘěᶺ ĨŚT̀ ủĽ →ķĬĽᶺ šָאĦōĨ!ōĮ ѺּקĽ ᾝ⅝ ĺ

ͽė ╚‫ōİĴĞřƗţƵƋGʹῘHš Ħ ōİĴĞřЉ ĺἨř♯ŏẬ

Ľ+š ẰĦōĨ!ĤŘĺ Ậ ӣ ŹƵƟźŨƢGʹῘHšϋḼĦ Ậ

ěꞈᵧĺˋᴳᵺиœƱ:űŹƩƅƙšỸẴĶĜŚῺš ӜĦōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

Ậ ӣ ʹῘ ỸẴ ᴩ  Ệᶺ Ỹῥ   

‫ ʹῘ ỸẴ      

→ Ό  

Ậ ěSỡŘěᶺ ĨŚT̀ ủšổĳĢķ ōĮľĬśšổĲĮẬ šằ̻ĨŚ

ẚ♯ŎšὢỸĤĪŚĢķĺŗĲĵ ỡἧ ĺōİĴĞřЉ ĺἨř♯ŏ

ŵơƧƍƈť ₲Ľ+ͽšₑřōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

‫ōİĴĞřƗţƵƋ Ľ  5 10 15 15 15 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

ỡŘĽˋắĶ ↑šеħS ēἪTķĦĵĽˋủšổĲĮẬ ě ˞ĺ−ō

ś ů:ƠƵš •ķĦĵ ĺŵơƧƍƈťěכ→ĤśōĨ!ĢśĺŗĲ

ĵ ˞Ľẏԃœ ả ͯĽװᾼĹĸֿפ Ĺ ĶĽЉ ěָא⁮ĤśōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

ằ̻⅝ šЉ ĦĮЉ Ỹ┴G5 ѕĽ ᴁH 60 

ṙ ↓ ᶂ Ό  ; 

 

ї Ĩ Ś 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ể  ѯ ⁯ ⁵ṗ˟→ πϸ 

Ὣ Ẵ ṭ Ἢ ˟→ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ ԃᵭװἐ ˟→ 

Ἠ♯Ỏԃ  ԃ‪ӸỎԃ ᾘ ₣ẏΞ 

 

ᵅ ķΞ  

ԃἐĽ᷈ ͯœᵭװἐ ĺŗřטּ Ҷ œᶲṥ ѽ ě+ͽĦĵēōĨ!

ōĮ šἘřἵĠŚ ԃἐőᵂᾶĦĵēŚĢķĚŘ ԃĽ ēἪ ěטּ

ҧԜĽΞ ķĹĲĵēōĨ! 

Ἠ ♯  

ĢśōĶĽᵌ⁵Ľὀ҉‫ ἐĺͽėĵ ѕѪԃš‫ĮĹ ԃĽ ēἪķ˂

ĴĠ ԃ ⁵ Ľ ѕѪԃĽẇ šằ̻ĨŚ ⅝œẬĽ ỡ⅝ šᶣ ĨŚ

Ĺĸ Ậ ĽЉ šָא⁮ĦōĨ!ōĮ ‫Įĺ ԃĺἨř♯ŏ⁵ṗĽ Ј

Ĺằ̻šᶺēōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

ѕѪԃ ԃẇ Ỏԃ      

→ Ό  

ѕѪԃœἣ ⱲĽὀ҉‫ ĺŗĲĵ ˞ ԃĽЉ↑ͯ Ҷ œᶲṥ ѽ

ĽδΉšₑřōĨ!ōĮ ‫ĮĹ ˞Ľᵣ ě−ōś נּװĦĮ ˞ ԃĽ

ēἪϯ ĺĳĹġĵēĜōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

ѕѪԃĽ ԃẇ  Z Z Z Z Ó 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

ѪԃĽ ԃẇ Ĺĸ Ậ ĺƤƉƭķĹŚ→ᶁỎ šᶣ ĨŚĢķĶ ‫ĮĹ

אּ ĚŘ 1 ỗẏԃĽЉ↑ͯĺỉĨŚŊĚ ї ĨŚĬĽֿכĽẏԃĺő ҷᶂ

Όěѻ ĶĜōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

ᶲṥ ѽ ŇĽṥ ┤G20ha\1ᴙH 20ha 

ṙ ↓ ᶂ Ό 

W┤ẐḣӏX 

ԃ−ẏϼ 74.7 ̳͡ ] ᶲṥ 4,440ha \ 20ha 

¤ ẏšᾤĞ 

33, 648╤̳ 

GתṈᶂΌH 

 

ї Ĩ Ś 
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ᴩ $Ệᶺ$Ỹῥ 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ể  ѯ ⁯ ⁵ṗ˟→ πϸ 

Ὣ Ẵ ṭ Ἢ ˟→ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ ỡ ˞ ṉ ᶣ  

Ἠ♯Ỏԃ  ṉϓ ṭỎԃ ᾘ ѬѾш Ξ 

 

ᵅ ķΞ  

ṉϓĽᴍ₀ͯœ ӌ᷈ ἐⅎ Ľ+ͽĺŗř ỡἧ ṉ♯– ěṉϓỖĺΌĮ

ĨňĜ ЅĽὫ ↑ě+ͽĦĵēōĨ!ỡἧ ṉ♯–Ľ╚ š₢⁮ĨŚķķő

ĺ ĬĽ♯–Љ šᶂΌ ĹőĽĺĨŚĮŐ ˞ĽƬ:Ƃ: →œЉ ằ̻

Ĺĸš┤Ԇ ĺỸẴĦĵēĞĢķěҾŐŘśōĨ! 

Ἠ ♯  

ỡἧ ṉ♯–œ ṉẦš ῨķĦĮ׃ ĽỸẴœꞈᵧĽᴮὂγĽῺš╚ĠŚĢ

ķĶ Ƭ:Ƃ:˟→Ľ₢⁮šₑřōĨ!ōĮ ꞋḀ ṉƠƅƙĽЉ šὂ

ĨŚĢķœ ˞Ľỡ◦уӨœἎγуӨš ʤĦĵ ˞Ľ ↑š δĨŚĢķ

Ķ ˞ Ľ ṭěᶼħŘśĮ ˞Ľ ṉ šᶆῲĤĪōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

˞ ṉ ˟→      

ṉ׃ ᴮὂγ ỸẴ      

→ Ό  

ỡἧ ṉ♯–Ľᴕ→ָא⁮ķ ˞ ṉĽƬ:Ƃ:ķĹŚ⁵ṗĽ˟→šᶺē ὡ

Ó⁵Ó⁵Ľ ṉˋủĽ᷈ šָאĦ ˞Ľᵂṉ$ ṉ ĽᶆῲšₑřōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

ṉ׃ œᴮὂγ ĽỸẴ 5 5 5 5 5 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

˞ ṉƬ:Ƃ:š •ķĦĮὡ ĽỡᾝœӡᾝĽָא⁮ěₑŘś ˞ĺּגĦ

Į ╕ĶӪᵏĹ ˞ ṉ ⅝ěᶣ ĤśōĨ!ĢśĺŗĲĵ ˞ὡ ˢ⁵Ł

ķřě ˞šἩŚ ēἪķĹřōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

Ậ ṉẦ҉‫ ἐ₲ 50⁵ 

ỡἧ ṉ♯–ᴕ→₲ 5҉‫ ֜ 

ṙ ↓ ᶂ Ό  ; 

 

ї Ĩ Ś 

ἧĹ SDGs 
  

ᴩ $Ệᶺ$Ỹῥ 

ᴩ $Ệᶺ$Ỹῥ 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿ 10  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ể  ѯ ⁯ ⁵ṗ˟→ πϸ 

Ὣ Ẵ ṭ Ἢ ˟→ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ Ϲ ˞ ⁵  

Ἠ♯Ỏԃ  ˞ ⁵  ⁮Ỏԃ ᾘ −ϗϹὌΞאָ

 

ᵅ ķΞ  

˞ĺęēĵ⁵7ěʸ•Ħĵ• ĚĹ−ЉšהŚĢķĽĶĜŚ ˞ĴĞřě

ĜĹΞ ķĹĲĵēōĨ!ĬĽĮŐ ˞ĺęĠŚ ĚĹϹłš₢⁮ĨŚĢķ

ěὫ Ķ ֿפ Ĺἧ ě ķӣע ĺŗĲĵӡĺϹłḀĕĢķěҾŐŘśĵē

ōĨ!ĬĽĮŐ ĢśŘĽЉ š ĕ⁵ṗĽ ֳœ˟→ě ķĹĲĵēōĨ! 

Ἠ ♯  

ἣἐœ —ⅎ š •ķĦ đŘŕŚⅎ ĽẬ ӣ ŇĽẇΪšằ̻ĦōĨ!

ōĮ ˞š ĕ⁵ṗšƁ:ŴƅƊķĦĮ →ᶼḹ ᴮὂγĹĸẬ ӣ ᴻ

šỸẴĦōĨ!ōĮ ѕѪԃœ Ϲ аᶀ Ĺĸķ ĦĮ⁵ṗƒƵűƤƉƭע

Ỏԃš ϋĦōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

ᶓēⅎ ĺ ĦĵĽז       

˞Ľ ēἪ →ᶼḹ ĽỸẴ Ỹῥ     

⁵ṗƒƵűƤƉƭỎԃĽỸẴ ᴩ  Ệᶺ Ỹῥ   

→ Ό  

Ậ ěSỡŘĽ ῺĶ ˞šĳĞŚTķēĕˋủě →ĤĪ ˞ĴĞřĽ ē

ἪĽ˟→šָא⁮ĤĪōĨ!ōĮ ĚĹϹłĚŘ ˞ĴĞřŇ ĤĪĵēĞ

ĢķĶ ⅎ ᾼĤśĵēĞŷŦűƭšᶣװ ĦĵēĜōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

Ậ ӣ ᴻŇĽẇͽἐ -  20 30 40 50 

‫ĮĹ ēἪĽ˟→ỎԃĽỸ┴ 3 3 6 6 10 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

ḚᵭőנּװĦĵẬ ěỡŘ ˞ĴĞřš ĕĢķĶ ᾶẪ᷈ ͯἎγĺὦ ĺ

͒ĶĜŚSἎγ Tš⁬ĺĳĠĮ⁵ṗš˟→ĨŚĢķěĶĜōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

‫ĮĹ ēἪĽ˟→Ỹ┴ 10⁵ 

ṙ ↓ ᶂ Ό  ; 

 

ї Ĩ Ś 

ἧĹ SDGs 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿ 1  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ể  ѯ ⁯ ⁵ṗ˟→ πϸ 

Ὣ Ẵ ṭ —˭ ⁵ṗ˟→ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ —˭ ˋủπϸ ˟→ 

Ἠ♯Ỏԃ  ⁵Ỏш Ỏԃ ᾘ Ꞌ Ξ 

 

ᵅ ķΞ  

ͯě ĦēỖ ĶőḾᾶĽת ĶḾ ĽᶂΌš ŚĮŐĺľ ᵏ ϖ ĺķ

ŘŞśĩ Ỗ╜ĺ͒ħĵ ╕ĺ ͒ĶĜŚ—˭Ľ˟→ĺő ĨŚ ěđř

ōĨ!đŞĪĵ ʌ ↓̘̓ĺ ♬ŞŚ—˭Ľˋủœע╗ Ľᶆῲ ẪҘίšḾ

ᵊЉ ĶĜŚ⁵ṗĽ˟→ő ;ᴑĶĨ! 

Ἠ ♯  

⁵ṗĽ ϋ Ἢ ķĦĵ ᴺ ĺᶂΌě᷈ēķ ᴁᴕΌĽđŚỡᵒᴮ š₢

ᾯĦ —˭ěỡŘ┤Ԇ ĺ♬ œҘί δᴒ šὂ ĨŚ♯– Ľ →

šᶺēōĨ!ōĮ —˭Ľˋ ᶆῲĺỉĨŚ⅝ Ľ⁵Ỏ ╚‫ ͻ⅝ œ⁵ṗ˟

→ѯ ⁯ Ľᴳ ĦĺἨř♯ŎōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

—˭ ˋ ᶆῲ ⅝‫  ᴩ  Ệᶺ Ỹῥ   

⁵ṗ˟→ѯ ⁯ ᴳ       

⁵Ỏ ͻ⅝ ᴳ       

→ Ό  

ᵌ7Ľ—˭ě ˋủœ ˋủš´ĺ ė ỡ Ķᶳė ŻƖ:ƋеšổĲ

ĵᶺ Ħ ĚĳĬĽỷšŗř᷈ēőĽĺĨŚĢķĶ ♯–☺ ĽỷĽ ῲġš

ₑř ᶺ↓ŷ:ƕŻ$↓ṭĽỷĽᶆῲš ẰĦōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

—˭ˋ ᶆῲĺגŚ⅝ Ľ  ; ; 1 ; 1 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

—˭Ľ⁵ṗ˟→ĺŗŚ→ΌĺŗĲĵ —˭⁵ᴙ ĺęĠŚ ᶂΌěѻ Ĥ

śōĨ!ōĮ ᶺ↓ŷ:ƕŻš ĤĪĩĺỷĽᶆῲšₑŚĢķě; ķĹř

ōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

—˭ˋ ᶆῲĺגŚ⅝ Ľ Ỹ┴ 2 

ṙ ↓ ᶂ Ό  ; 

 

ї Ĩ Ś 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ể  ѯ ⁯ ⁵ṗ˟→ πϸ 

Ὣ Ẵ ṭ ♯– ᶆῲ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ ꞋḀᴁΪ ₢⁮ ⅝Ӫͯ 

Ἠ♯Ỏԃ  ѪΪ ↔Ỏԃ ᾘ ↓ṭ̘תΞ 

 

ᵅ ķΞ  

ᵅṖľ ꞋḀᴁΪ ꞋḀ╪  ʌ ṙ↓πϸĹĸšĬśĭśĶ₢⁮ķ⁮ᶺш Ħĵ

ēōĨě ṽĶ ᶂ ķĹĲĵēōĨ! ͯĺ ͒Ħ ŚŻƖ:Ƌķὦ ↑

ĽđŚᶺ↓̘̓šỸẴĨŚĮŐĺľ ĢśōĶĽ ⅝š ĺᴳ Ĩ ě

đřōĨ! 

Ἠ ♯  

ϧἯᴁΪ šˢᴽ ĺᶺ↓̘̓ķĦĵ ͻĨŚ‫ĮĹἪ š ĦōĨ!

♯–ķĦĵꞋḀᴁΪ ₢⁮ š╚ Ħ ♯– ĺꞋḀᴁΪ Ľ₢⁮šₑŚ

⅝š↔ė ♯– šᶆῲĤĪōĨ!ōĮ ϑ ͻĽẚ♯Ŏš Ħᵌ ỎԃŇ

 !ĺƗť:ƋƒƅűĦōĨי₄ּ

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

ꞋḀᴁΪ ₢⁮ ╚  Ỹῥ     

ϑ ͻˇ˭γ ╚  Ỹῥ     

‫ ᶺ↓ ͻ⅝ ̓  Ỹῥ     

→ Ό  

гỎγœƱ:ůƵŲƃ:ƢěѾ ĨŚĢķĶ ♯–Ľ͕ Ĺ ♯Ľ‰ͯœע

–ѕĽ Ѕ ě ϯͯĤś ̳ЋĹỎԃ₢⁮š; ķĨŚ♯–Ľ ע ĽӪ

ͯěₑśōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

гỎγĽϋḼε₲ 10 12 12 12 12 

Ỏ ỎԃĽᴳ Ħ₲ 5 10 15 20 25 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

ˋắᴒ ŷŦűƭGëßÞÜŷŦűƭHĺᶺ↓ ͻ⅝ š♯ŎḗŎ →ΌœŪƕ

ƉƵŻĺѯĴĞ₄ּיĹẴṭœỎԃĽᴳ ĦĺŗĲĵ ᶂΌ Ěĳᶂ ĹẬ↓

̘̓ěₑŘśōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

ᶺ↓ ͻĽꞋḀ ͻᴕΌ ☺Ỏԃ Bˀῲ 

ṙ ↓ ᶂ Ό  ; 

 

ї Ĩ Ś 

ἧĹ SDGs 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ể  ѯ ⁯ ẚỎ πϸ 

Ὣ Ẵ ṭ ⁵ Ḁ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ ἐ ῾ “ 

Ἠ♯Ỏԃ  ᶓ Ỏԃ ᾘ ᾙᶓ Ξ 

 

ᵅ ķΞ  

Webŷ:ƕŻě ҷĦ ẬƝ:ƢƜ:źĶĽ῾ “ě ĜĹЅḀš╥Őĵē

ōĨ!щ ĺ “$̰ ĶĜŚ  ŵƵƈƵƆě ĺĹř ἐěҾŐŚ

῾ š ᴳĦĺĞēּא ě▒ṖĨŚŊĚ ƉźƁƭƉƒŦƋ ṭě ĶĨ! 

Ἠ ♯  

Ķő ŞĚřœĨĞ Ĺ῾ šщ ĺ♬ꜙĞ ἪĶĜŚŗĕ UIGƨ:Ÿ:

ŦƵƁ:Ɨũ:ŻHš ĦōĨ!ẬƝ:ƢƜ:źĺľ ŹƌƬŬיĽỡ ͒

ŷ:ƕŻGƃƥƅƊƞƅƊHĽ šľħŐ ᶀỦŤƙƬĺľ Ẫ′≠Ѿ Ľ

Ĺĸ Ḛᵭľ AI Ѿ šЉ ĦĮ ἐě ˍĺ Ĺ῾ šἨ ĶĜŚуӨ

š↔ Ħ ᶟĹŚᶺ↓ŷ:ƕŻĽᶆῲĺ ŐōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

Ậ HP ỡ ͒  Ỹῥ     

ỡ ͒ ᵈᵴפֿ  ͯ      

→ Ό  

ẬƝ:ƢƜ:źĽỡ ͒ Ѿ šὢỸĤĪŚĢķĶ Ậ Ľ ↑Ľᶆῲķ

ĶĽ ḀĪœ꞉ᶅŇĽ ѾγĽṦᵂšₑřōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

ẬHPỡ ͒ ŷ:ƕŻ ₲ -  200 500 800 1, 000 
 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

AI ĹĸĽƉźƁƭҘίĽЉ ĺŗĲĵ őěщ Ķ Ĺŷ:ƕŻšἵĠŘ

śŚἎγĽỸᵅĺ֕ĴĞĢķĶĜōĨ!ƉźƁƭͯě ĺ⁮ŏἎγ῾⅞ĺ

śŚĢķĹĞ ´ĺ╣⁮ ŷ:ƕŻĽ Ӝš; ķĦōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

͒ỖѕĽṦᵂ G30 ×1, 000ᴙH 500Ỗѕ 

ṙ ↓ ᶂ Ό 
W┤ẐḣӏX 

Ԍӈ 7, 782╤̳=240 =8H×500H 
2,027 ╤̳ 

 

ї Ĩ Ś 

ἧĹ SDGs 
  

 

ᴩ $Ệᶺ$Ỹῥ 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ể  ѯ ⁯ ẚỎ πϸ 

Ὣ Ẵ ṭ ⁵ Ḁ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ Ҙί ᶂЉ  

Ἠ♯Ỏԃ  Ẫỡộ ₢⁮Ỏԃ ᾘ ῾ ↓ṭΞ 

 

ᵅ ķΞ  

ᾶẪ᷈ ͯĺ ĕᶺ↓Ξ œὡ ƍ:żĽֿפ ͯ ƉźƁƭͯĽ₢⁮ĹĸŇ

͒ĨŚĮŐĺľ ᵊŘśĮṙᵃœ⁵ ỉᵃšᶂ ĚĳᶂΌ ĺ ĨŚĢ

ķě ;ᴑĶĨ!ƉźƁƭҘίĽЉ ľ Ỏ Ľᶂ ͯĺ ĜĹѻ ěᴳ

ḗōś Ꞌԃ ĽṦᵂěₑśōĨ! 

Ἠ ♯  

ƉźƁƭҘίĽЉ Ľ; ↑ĺĳēĵ ḱ ┘Ħ Ἠř♯ŎœĨē ĚŘ AI

œ RPAĽЉ ĺἨř♯ŎōĨ! ĺ ☺ ĺЉ ĶĜŚƉźƁƭҘίĺęē

ĵľ ┤Ԇ ĺ šₑřōĨ!ōĮ —˭ĽתᴻœỸ š AI ĺ ┤Ħ —

˭Ľ šₑŚԃ š+ͽĤĪōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

Љ ; Ĺԃ Ľ ḱ ┘ Ỹῥ     

AI Љ ԃ Ľ       

RPAЉ ԃ Ľ       

→ Ό  

ƉźƁƭҘίĽ; ↑šֿפ Ĺԃ ĺęēĵ ᶓĞᴩ ĦĹěŘ Ĺĸš

ōėĵőᶂΌĽ᷈ēԃ ĚŘ┤Ԇ ĺ šₑřōĨ!Ҙίϸ‫ě ĺ

ĦĵēŚᵅ šєŎ ѻŷŦűƭĶĽƊƫŦŤƵƋŪƫ:šỸẴĦōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

Ľ҉‫ AI ԃ ₲ ; Ó Ó Ó Ó 

Ľ҉‫ RPA ԃ ₲ ; Ó Ó Ó Ó 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

ԃ Ἢ Ľπ◘ĺŗĲĵ יԃ ĚŘ—˭šϋ ĦĵꞋԃ ĽὲᵂěₑŘ

ś ᶺ↓ŷ:ƕŻĽᶆῲĺỉĨŚ⁵ ỉᵃĽḽ ě; ķĹřōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

ὲᵂĤśĮꞋԃ Ỗѕ 4, 000Ỗѕ 

ṙ ↓ ᶂ Ό 
W┤ẐḣӏX 

Ԍӈ 7, 782╤̳=240 =8H × ὲᵂỖѕ 
1, 620 ̳ 

 

ї Ĩ Ś 

ἧĹ SDGs 
  

ᴩ $Ệᶺ$Ỹῥ 

ᴩ $Ệᶺ$Ỹῥ 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ể  ѯ ⁯ ẚỎ πϸ 

Ὣ Ẵ ṭ  ͯ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ ͯ ₢⁮ 

Ἠ♯Ỏԃ  ᾙ ⅝Ỏԃ ᾘ Ꞌ Ξ 

 

ᵅ ķΞ  

įĺẾƛ:ŻĶĽԃ ĚŘĽ Үěὣ ĺₑŘśĵēĹēĢķĚŘ ☺

ĺἨ♯Ľ ě ĶĨ!ōĮ ͓˫ Ľᴳ ĦĹĸĺŗŚἪּנĽщ♬ͯœƉ

źƁƭҘίĽ Ľᵅ Ĺĸš ōėŚķ Ɯ:Ɠ:ƮŻͯœ ῾ ĽƉ:

Ɓƛ:Żͯĺѻ ěổĵōĨ! 

Ἠ ♯  

ᴒṒœƗţŦƬƵŲ ᶺ↓ἪּנĹĸšŹŻƈƢͯĦĵŬƵƫŦƵῲĶᾐ šЯ

ᴕĨŚĢķĶ Ếƛ:ŻĶĽἨřʭēš ặĦỎ Ľᶂ ͯšₑřōĨ!ōĮ 

˫ṵὶ Ľ Ĺὲᵂœʸͻĺ˫ṵšŤŨƊſ:ŹƵŲĨŚĹĸĽת Ṧᵂš

ₑřōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

Ếƛ:ŻĽỎ ᾐ Ľᴾּב ặ Ỹῥ     

Ɯ:Ɠ:ƮŻͯĽѯᾈṥ→ ᴩ  Ỹῥ    

˫ṵї ת Ľ ⅝ ᴩ  Ỹῥ    

→ Ό  

Ɯ:Ɠ:ƮŻͯě₢⁮ĨŚĢķĶ Ỏ Ľᶂ ͯķᵏ ת Ṧᵂš ᶺĦĵₑ

řōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

ḀѾ ĽŭŨƵƊ G╤̳H 9, 000 8, 820 8, 640 8, 460 8, 280 

Ή G╤̳H 7, 500 7, 350 7, 200 7, 050 6, 900 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

⁬֕Ĺԃ ĚŘπϸĺἨř♯ŏĢķĶ —˭ĽŵŻƊṦᵂˋủě →Ĥś 

ᶂΌĽᶆῲěѻ ĶĜōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

Ɯ:Ɠ:ƮŻͯĺŗŚת Ṧᵂ  10p 

ṙ ↓ ᶂ Ό 
W┤ẐḣӏX 

R3 ˫ṵї ת ZR8 ˫ṵї ת  
1, 600 ̳ 

 

ї Ĩ Ś 

ἧĹ SDGs 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ể  ѯ ⁯ ẚỎ πϸ 

Ὣ Ẵ ṭ ⁵ ỉᵃ ᶂЉ  Ἠ ♯ Ỏ ᷆ ∆ ᶂΌ —˭  

Ἠ♯Ỏԃ  ⁵Ỏш Ỏԃ ᾘ Ꞌ Ξ 

 

ᵅ ķΞ  

+ͽדᶆĺđŚᶺ↓Ξ $Ậ ƍ:żĺᵊŘśĮ—˭₲Ķ ͒Ħ ŷ:ƕŻĽ

˓ổ ľᶆῲšₑŚĮŐĺľ Ỗ ∆ĶᶂΌ Ĺ—˭ šᶺĕĢķěᴑ

ĚĪōĪŢ!ĬĽĮŐĺľ ϋ œ—ῺĽЉ↑ͯš ķĦĮźƩƘƯ:

ƈ:ŹƩƵĽŊĚ —˭ᵌ7Ľ ↑šЉĚĦĮ—˭ šᶺĕ ěđřōĨ! 

Ἠ ♯  

ԋҶш ŹŻƈƢĶϧᾒּכĽṖ Ỗѕš ʤ$ᴩῥĦĵ ╕Ĺ—˭ šᶺē 

Ķőᾒּכ Ķ ԌᶻěđśĿᾒּכ ĺ Ħπ◘šₑŚŗĕ⁮ᵈĦō

Ĩ!ōĮ —˭ě ĨŚ ủœתᴻšḾ ᵊװᾼĶĜŚŗĕĹẚ♯Ŏœ—˭

ĺ ᶂЉ ĶĜŚᵌ7Ľ ʤš; ķĨŚẚ♯Ŏ╚ᴁĺἨř♯ŎōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

—˭ ƒƫƵŻ ↔      

—˭Ľ ʤ ᴩ  Ệᶺ Ỹῥ   

→ Ό  

—˭ěꞈᵧĺ $ע ЯĦ ᶂ ĚĳᶂΌ ĺᶺ↓̘̓šᶺĕĢķěĶĜŚ

ŗĕ ╕Ĺ—˭ šᶺēōĨ!ĢśĺŗĲĵ ủœתᴻĽװᾼœ☺ Ĺ

Σԋ ỖѕĽὲᵂšₑřōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

Σԋ ỖѕĽὲᵂ GpH 3 3 4 4 5 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

Σԋ šὲᵂĨŚĢķĶ —˭Ľỡᵒᴮ šᶺĕỖѕšⱦὶĤĪŚķķőĺ 

Ὣ Ẵṭœ‫ĮĹὡ ƍ:żĺ Ħĵ ĹĞ ͒ĨŚĢķěĶĜōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

Ỗѕϑԋ Ἢ ṇὶϼ 5p 

ṙ ↓ ᶂ Ό 

W┤ẐḣӏX 

R3 ZR8 GỖѕϑἪ ằὶϼH  

¤ Ỗ ת šᾤĞ 

2, 000╤̳ 

 

ї Ĩ Ś 

ἧĹ SDGs 
  

 

ᴩ $Ệᶺ$Ỹῥ 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ể  ѯ ⁯ ẚỎ πϸ 

Ὣ Ẵ ṭ πϸ Ỹ  ɑ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ Ꞌ Ỗѕ ὲᵂ 

Ἠ♯Ỏԃ  ⁵Ỏш Ỏԃ ᾘ Ꞌ Ξ 

 

ᵅ ķΞ  

—˭ĽƱ:ű$ƫŦƗ$ƒƫƵŻĽϯ ĺᶆĠĮ Ĝ πϸľ Ậķᵌ7Ľ—˭

ěķőĺἨř♯ŏ ěđřōĨ!s Ķ ᷈ ͯœᾶẪͯ ĺ ē ὡ ƍ:

żľ+ͽĦ ĤŘĺ ṽḛ ͯĦĵēōĨ!ĬĽĮŐ —˭ĽƱ:ű$ƫŦƗ$

ƒƫƵŻķʸ ĦĮὡ ŷ:ƕŻĽנּװš ĨŚĺľ ᵊŘśĮ⁵ ỉᵃš

Ḿ ᵊĺЉĚĨ ěđřōĨ! 

Ἠ ♯  

Ỏ ỎԃĽ Ỗᴳ Ħœ RPA ẪҘίĽ┤Ԇ ĹЉ ĺŗĲĵꞋԃ Ľὲ

ᵂšₑř ҶΊĽἨ Ľᶆῲš ẰĦōĨ!ōĮ ỡộ DXĽ₢⁮ĺ☺ š

ӐġĵἨř♯ŏуӨš↔ Ħ đŞĪĵ‫Įĺ ĤśŚ ẪҘίĺő ͒Ķ

ĜŚ—˭Ľ˟→š₢⁮ĦōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

ҶΊĽἨ ᶆῲ      

→ Ό  

ԃ π◘ĺŗĲĵꞋԃ ĽὲᵂěₑśŚķķőĺ ᾘ Ķԃ ěщˍĺ

Ķő₩ᶺĶĜŚ ⅝š↔ėōĨ!ĢśĺŗĲĵ Ľ—˭ŇĽԃ Ľ řš

π◘Ħ Ʊ:űŹũŤƬƵŲĽ₢⁮šₑřōĨ!ōĮ ĶőԌ ĺҶΊšἨ

ĶĜŚ—ῺуӨš ẰĦōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

ҶΊĽ ԌἨ ₲G H¤R3  11.5 12 12.5 13 13.5 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

−ẏ↑ĽᶆῲĺŗĲĵꞋ ỖѕGỖѕϑԋ šѝŏ!HěὲᵂĤś Ʊ:ű$

ƫŦƗ$ƒƫƵŻĽ₢⁮ěₑŘśōĨ!ōĮ ỡᵒᴮ œ˟ốẇͽ ˞ᶽᴭĹ

ĸֿפἯֿפ ĹŵơƧƍƈťЉ š₢ᾯĶĜōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

ҶΊĽ ԌἨ ₲Ľ+ͽG H 2 

ṙ ↓ ᶂ Ό  ; 

 

ї Ĩ Ś 

ἧĹ SDGs 
  

ᴩ $Ệᶺ$Ỹῥ 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ṙ↓ᴜ☺ͯ ể  ѯ ⁯ ẇΪ ӣ πϸ 

Ὣ Ẵ ṭ ᶺ↓̘̓ ᴳ ͯ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ Ậ Ѳ ᶺ↓̓  ̘

Ἠ♯Ỏԃ  ѪΪ ↔Ỏԃ ᾘ ↓ṭ̘תΞ 

 

ᵅ ķΞ  

Ậ ĺ ĨŚ┤Ԇ Ĺ῾ ӜĺŗĲĵ ᶺ↓̘̓Ľᶀ ↑ķ ↑Ľᶆῲě

ҾŐŘśĵēōĨ!ōĮ Ậ ěᶺ↓̘̓ŇẇΪĦœĨēуӨš↔ ĨŚĢķ

Ķ ẇΪķӣ ĽōİĴĞřĽ₢⁮šₑŚĢķě; ķĹřōĨ! 

Ἠ ♯  

ĶĜŚįĠֿפĞĽᶺ↓̘̓ ӲĽ῾ š ˍĺ ŘśŚŗĕSᴳėŚͯTšₑ

ř ϋĚśĮᶺ↓š ẰĦōĨ!ōĮ Ậ ěᶺ↓̘̓ŇẇΪĦœĨēуӨš↔

ĨŚĮŐ ֿפ ĹˋᴳĹĸšỡ ĺ ʼĶĜŚŗĕĹ‫ĮĹẚ♯Ŏšᶣ Ħ

ōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

ẬHPῲĺ╧ Ɯ:źšṥ→ Ỹῥ     

‫ĮĹˋᴳ Ὕ Ľ̓  ᴩ  Ệᶺ Ỹῥ   

→ Ό  

Ɓ:ŴƅƊšđŚ ĽŭƈŶƬ:ĺ Ħ ĬĽŭƈŶƬ:ģķĺˋᴳᶀ

š; ķĨŚĢķĶ ĶĜŚįĠֿפĞĽˋᴳšὝ ĦōĨ!ōĮ Ɓ:ŴƅƊĺ

ḀĲĮˋᴳ ὝĽ šᶣ ĨŚĢķĶ Ậ↓̘̓ŇĽẇΪĽƑ:Ƌƭšͮġ

ĵēĜōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

ˋᴳ ὝĽƆ:ƭ₲ ; 3 6 8 10 

ˋᴳᶀ ₲ ; 20 40 60 80 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

ᶺ↓̘̓ĽᴳėŚͯĺŗĲĵ Ậ ķĽ ˋủĽӡ ķẬ ĽẇΪˋủĽ᷈

ěₑśōĨ!ōĮ Ậ ĽˋủπϸĺŗĲĵֿפĞĽˋᴳěὝ Ĥś Ģśšϯ

ỸĺẴṭŇ ̛ĦĵēĞĢķĶẇΪķӣ ĽōİĴĞřěỸᵅĶĜōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

ˋᴳě ̛ĤśĮỎԃ₲ 5 

ṙ ↓ ᶂ Ό  ; 

 

ї Ĩ Ś 

ἧĹ SDGs 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ṙ↓ᴜ☺ͯ ể  ѯ ⁯ ẇΪ ӣ πϸ 

Ὣ Ẵ ṭ Љ ₢⁮ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ −ϗϹὌ 

Ἠ♯Ỏԃ  −ϗϹὌ₢⁮Ỏԃ ᾘ −ϗϹὌΞ 

 

ᵅ ķΞ  

˞Ľֿפ Ĺ⁵ěꞈᵧ δš‰Őӡ−ĶĜŚуӨš˟ŏĮŐĺľ ἎγӰ˟ķ

ĦĵϹὌѾγĽϩὢšₑŚĢķěὫ ķĹřōĨ!ōĮ ⁵− 100 Ỗ ķᵈ

ŞśŚ ἷͯĽ Ķ ŗřֿפ Ķ ĚĹ ŘĦ œƠƭƃŻƈ:źĽ−Ĝ ě

ẮᶆĤśŚŗĕĺĹĲĵēōĨ! 

Ἠ ♯  

Żƈ:źĺ͒ħĮẬ ĽϹὌƍ:żš ʤĦ Ậ ěҁᴄĺẇͽĶĜŚϹὌѾ

γĽϩὢšₑřōĨ!ōĮ ẪĸőœἣἐĽ ˞ἎγŇĽἧ ĹẇΪķֿפⅎ

ᵺ Ľ₢⁮šₑřōĨ!ĤŘĺ ĨŚSϹłTķĦĵƞƫƵא‫ĮĹᶳėšⱦַ

ƈťŤЉ ĽἎγᶽᴭŇĽẇΪĺŗř⁵−Ľ טּ ᶆῲšₑřōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

Ậ ƍ:żĽ ḱœᴁΪṭ       

ƍ:żĺᴳḀĲĮϹὌѾγĽ Ӝ Ỹῥ     

ἎγᶽᴭЉ ĽỸẴ Ỹῥ     

→ Ό  

ůƥƬŤĽ ĺ͒ħĮ 7Ĺ−ϗϹὌĽѾγš╚Ġ S ˢ⁵ķĦĵἨřẙĤ

ĹēT ╘ ĹἎγĽỸᵅěₑśōĨ!ōĮ ϹὌš ħĵΞ δᴒœꞈᵧ

δ ἵĠ ś ӡ−ĨŚἎγĽỸᵅĺ֕ĴĠōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

‫ĮĹƍ:żĺᴳḀĲĮϹὌѾγ 3 4 5 6 7 

ἎγᶽᴭЉ Ỹ┴ 3 4 5 6 7 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

⁵7ĽƫŦƗŻƁŦƭœͻ ѐĽֿפ ͯĺ ͒ĦĮ῾ ѯ š↔ ĨŚĢķ

Ķ −ϗϹὌŇĽẇͽˋ šᶆῲĤĪ ּטеšőĲĵĚĚŞřĽổĵŚẬ

ě+ͽĦōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

‫ĮĹƍ:żĺᴳḀĲĮϹὌŇĽẇͽἐĽ טּ  80p 

ἎγᶽᴭЉ ŇĽẇͽἐĽ טּ  80p 

ṙ ↓ ᶂ Ό  ; 

 

ї Ĩ Ś 

ἧĹ SDGs 
 

ḱ$ᴩ $ṭ $Ỹῥ 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ṙ↓ᴜ☺ͯ ể  ѯ ⁯ ẇΪ ӣ πϸ 

Ὣ Ẵ ṭ Љ ₢⁮ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ ̓ Љ↑ ͯ

Ἠ♯Ỏԃ  ᶀ њ Ỏԃ ᾘ −ϗϹὌΞ→כ ᶀ њ  

 

ᵅ ķΞ  

˞ἎγķĽĳĹěřľ Ἆγ῾⅞Ľ ͯķķőĺὡ ẇΪˋủĽѴ ͯœֿפ

ⅎ Ľ ₨Ľע ĹĸĺŗĲĵἥ ͯĦĵēōĨ! ˞ ĽΞ šδᴒĦĵ

ēĞĮŐĺľ ᶺ↓įĠĶľĹĞ ˞ěἧ ķĹĲĮỡ ĹЉ Ľ┤ŎὫļ

ĺŗĲĵŵơƧƍƈťѾ šε ĤĪŚĢķě ;ᴑĶĨ! 

Ἠ ♯  

Ậě┤Ԇ ĺŵ:ƉťƏ:ƊĨŚĢķĶ ˞ ĽΞ δᴒĺᴕł Ĝֿפⅎ

ěẇͽ; ĹỎԃĽϋḼšằ̻ĦōĨ!ōĮ ƉźƁƭƉƒŦƋδΉĽĮŐ 

ICTƬƈƫŹ:š⁬ĺ ĠŚϹὌѾγšὢỸĤĪōĨ!ōĮ ἐĽƍ:żš

ōė ᶀ њЉ Ľӏ ķĹŚẴ╚š ֜ᶀ њœằњĹĸĺ ϯĺ˂

ĠŚĹĸ ĹẴ╚↔ ĺĳēĵ ↔šₑřōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

˞Ľ Ξ δᴒỎԃĽỸẴ 9 9 12 12 12 

˞ŵ:ƉťƏ:Ɓ:Ľ˟→ ᴩ  Ệᶺ Ỹῥ   

ᶀ њЉ Ľӏ Ľϯ       

→ Ό  

˞ĽΞ šӡ ĦĵδᴒĨŚЉ š Ħ ẇΪķӣ Ľˋủπϸœֿפⅎ ᵺ

Ľָא⁮ĺŗĲĵ ̓ŵơƧƍƈťĽЉ↑ͯšₑřōĨ!ōĮ ĢśŘĽЉ

šằ̻ĨŚĮŐĽ⁵ṗĽ˟→ķằ̻ ⅝ĽϩὢšₑřōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

ⅎפֿ ěẇΪĨŚỎԃ₲ 3 3 6 6 6 

˞ŵ:ƉťƏ:Ɓ:Ľ  3 3 3 3 3 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

ⅎפֿ šЫĜḗŢį ̓ŵơƧƍƈťĽЉ↑ͯšₑśŚẚ♯Ŏěᶣ Ĥśō

Ĩ!ōĮ Љ š Ħĵὡ ỡŘěἎγѓᴽĺᶽᴭĨŚĢķĶ ẇΪķӣ ĺŗ

Ś ˞ ĽᶆῲěₑśōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

˞ὡ ĽỎԃẇΪ  30p 

ṙ ↓ ᶂ Ό  ; 

 

ї Ĩ Ś 

ἧĹ SDGs 
  

ᴩ $ ↔$ᴒ  
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ṙ↓ᴜ☺ͯ ể  ѯ ⁯ ẇΪ ӣ πϸ 

Ὣ Ẵ ṭ ӣ ѯ ᶣ  Ἠ ♯ Ỏ ᷆ ὡ ỡộ ˋủπϸ 

Ἠ♯Ỏԃ  ỡộ‪ӸỎԃ ᾘ Ậ ӣ Ξ 

 

ᵅ ķΞ  

ᾶẪ᷈ ͯœ⁵ᶅᵂᾶ Ϭ·ּͯמ ƫŦƗŻƁŦƭĽֿפ ͯĹĸĺŗĲĵ ὤ

֜↓Ľᶺי ĺęĠŚὡ ỡộĽ˓ổěḛ ķĹĲĵēōĨ!ĬĽĮŐ ˞

ĽŵơƧƍƈťšἨř ĨĮŐĺľ ḚᵭőנּװĦĵᶺ↓֜ŇĽằ̻⅝ šϩ

ὢĤĪŚ ěđřōĨ!ōĮ Ậ ӣ ĺŗŚōİĴĞřĽỸᵅĺľ Ậ ķ

Ľ῾ ӡ œˋᴳ ἨĽĮŐĽֿפ ĹѾγš ӜĦĵēĞĢķě ĶĨ! 

Ἠ ♯  

ᶺ↓֜ Ľᵺ œ⁪ š ĦĮЉ↑ͯĽĮŐ Sᶺ↓֜ ŵơƧƍƈťЉ ᾝ

֖T⅝ Ľᴳ ĦœϩὢĺἨř♯ŎōĨ!ōĮ ʌ ↓֜ Ľằ̻⅝ ĽЉ  Ӳ

šᶓĞἾ Ħ ⅝ šЉ ĨŚᶺ↓֜Ľ+ͽšₑřōĨ!ὤ Ľˋᴳי Ἠ

Ľᴳ Ħœϩὢšᴩ Ħ נּװĦĵᶓ ỎԃĽ₢⁮šₑřōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

ᶺ↓֜ ĽЉ ằ̻⅝ Ľϩὢ      

Ậ ʼ⅝ Ľϩὢ      

→ Ό  

⁬֕ĹŵơƧƍƈťĺẇͽĨŚĢķĶ ὡ ỡộŇĽẇΪˋủĽ →šₑřō

Ĩ!ĢĽŗĕĹˋủπϸœᵺ šĜĲĚĠķĦĵᵅ ŇĽ ˋủěӡ Ĥś 

7Ĺⅎ ě ėŚ Ľˋᴳě ĞŗĕĺĦōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

Љ ằ̻⅝ ĽЉ ₲ ; 5 10 15 15 

Ậ ʼ⅝ ʼᴙ₲ 20 25 30 35 40 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

˞ŵơƧƍƈťĺęĠŚẬ ӣ ĽƓ:Ɗƌ:ĺ˂ ĴĠĦĵēŚᶺ↓֜

ě ˞ĽЉ↑ͯ ⁪  Ξ δᴒĽĮŐĺỡŘěѪΪ ̓ ̘ĦĵЉ šỸ

◐ĨŚĢķĶ ὤ ổĲĵēĮ ˞ šἨř ĨĜĲĚĠš ŘśōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

Ậ Ľ∞š ̛ĦĮẴṭ$Ỏԃ 10ᴙ 

ṙ ↓ ᶂ Ό  ; 

 

ї Ĩ Ś 

ἧĹ SDGs 
 

ᴩ $Ệᶺ$Ỹῥ 

ᴩ $Ệᶺ$Ỹῥ 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ṙ↓ᴜ☺ͯ ể  ѯ ⁯ ẇΪ ӣ πϸ 

Ὣ Ẵ ṭ ӣ ѯ ᶣ  Ἠ ♯ Ỏ פֿ ᷆ ἧ ӣ  

Ἠ♯Ỏԃ  ѪΪ ↔Ỏԃ ᾘ ↓ṭ̘תΞ 

 

ᵅ ķΞ  

˞Ἆγĺęēĵľ ὡ ẇΪĽѴ ͯœ ˞ŵơƧƍƈťĽἥ ͯĹĸ Ἠ

řЫĞуӨľ ĜĞ ͯĦĵēōĨ! ᾶẪ᷈ ͯĺ ĕᶺ↓Ξ œὡ ƍ:

żĽֿפ ͯŇĽ ͒ĺęēĵľ ỡᾝ$ӡᾝ$ᶀᾝěƒƫƵŻŗĞѾ ĨŚĢķ

ěὫ ĶĨ!ĬĽĮŐ ᶺ↓įĠĶľĹĞ ˞Ľֿפ Ĺἧ Ľỡ ĹἨ♯ě

ᴑĚĪĹĞĹĲĵēōĨ! 

Ἠ ♯  

˞ĶЉ ĨŚֿפ Ĺἧ G  ˞ỎԃἐĹĸHķᶺ↓ěˢ ķĹĲĵ ӣ

ĽōİĴĞřšỸᵅĨŚĮŐĽ♯– Ĺѯ š↔ ĦōĨ!ĢĽƙƫƅƊ

Ɨū:Ƣ♯–šЉ Ħ ˞Ξ Ľ▐ēὶĦœ֥ ĹδᴒṭĽᴩ ķỸ◐š

 !ĦōĨאָ

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

ƙƫƅƊƗū:Ƣ♯–Ľ╚  ᴩ  ↔ Ỹῥ   

♯– ĹЉ  ᴩ  ↔ Ỹῥ   

→ Ό  

˞ķᶺ↓ěˢ ķĹĲĮ♯–ě ֿפ Ĺἧ ĽĬśĭśĽӪŎš−ĚĦ ỡ

Ěĳנּװ ĺΞ δᴒĺἨř♯ŐŚ ˞ š →ĦōĨ!ōĮ ᶺ↓̘̓

ŇĽẇΪķӣ Ľҁ̓ĽᶆῲšₑřōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

γҡ ĽϋḼε₲ ; ; 2 4 4 

♯– ĹЉ ε₲ ; ; 1 2 3 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

ᶺ↓ŇĽ˃ּקĚŘ ҮĦĵ ˞Ľ⁵ěỡŘ ˞šἩřЉ↑ͯĦĵēĞĢķĶ 

ỗⅎ ĺĳĹğĢķěĶĜŚ ˞ ě ŞśōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

♯–ŇĽẇΪĨŚỎԃἐœ Ľ₲ 15 

ṙ ↓ ᶂ Ό  ; 

 

ї Ĩ Ś 

ἧĹ SDGs 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ṙ↓ᴜ☺ͯ ể  ѯ ⁯ ẇΪ ӣ πϸ 

Ὣ Ẵ ṭ а ע ₢⁮ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ ˟Ẵ╚ Ằ ш ͯ 

Ἠ♯Ỏԃ  ˟Ẵ╚ш ̘̓Ỏԃ ᾘ ‪ӸΞ 

 

ᵅ ķΞ  

┤Ľ 75pěἘ ĶđŚĢķœẴ╚ш Ľˇ ĺ ĨŚת ě᷈ϼķĹĲ

ĵēŚĮŐ Ạ Ἵ ĺ ĦĵĽ˓ổш ת ĽЅḀě ´ĺ᷈ĞĹĲĵē

ōĨ!ōĮ ἐƍ:żĽ ͯĺŗĲĵΕ  Ӳě ĦĵēŚᵅ ĚŘő 

ꜙѻĺ ∆ͯšₑŚ ěđřōĨ! 

Ἠ ♯  

ōĩľ ἐĽƍ:żœẴ╚ĽΕ  ӲĹĸšꞋḀ ĺᴩῥĦ ˟Ẵ╚Ľ

ḀőѝŐĮ ∆ ⁯šϯ ĤĪōĨ!ĢśĺḀŞĪ Ἐ Ľ ᶆ↑š

ᴳԆŐ Ἠœ ѓĺᶆĠĵ ↔šₑřōĨ!ĢśŘšꞋḀ ĺ Ħĵ ┤Ԇ

ĺẰ ш ⅝ š ĦōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

ἐƍ:żĽ ḱ ᴩ  ỸẴ Z Z Z 

˟Ẵ╚Ľ ∆ ᴒ  ᴩ  Ỹῥ    

Ἐ Ľ Ἠœ ѓ Z ᴩ  Ἢ   

Ằ ш Ľ  ᴩ  ᾈ  Ỹῥ   

→ Ό  

☺ ˟Ẵ╚ŇĽẰ ш ⅝ Ľ œἘ Ľᴳ ĦĹĸĺŗĲĵ ˟Ẵ╚Ľ

∆ͯšₑřōĨ!ōĮ ƍ:żěᾶĹĞ ᶂΌĽ ēẴ╚ĺĳēĵľ 

ĺ ặĦĵēĜōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

Ἐ Ľ Ἠ ľ ѓᴙ₲ 2 3 4 5 6 

Ằ ш ἐĽ Ẵ╚G ┤H Z Z 3 6 6 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

ѕĽƐŨƑŨœҘίĽЉ ĺŗĲĵ Ẵ╚Ľ ᶂЉ œת ṦᵂěₑśōĨ!

ōĮ ỡἧỎԃĺŗŚŻƟ:Ɔ‪Ӹœ ἐ₲Ľ+ͽěѻ ĶĜōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

Ằ ш ⅝ Ľ ; Ẵ╚Ľ  100p 

ṙ ↓ ᶂ Ό 

W┤ẐḣӏX 

R3˓ổш ZR8˓ổш  

¤—˭⁵ᴙ ꞈ ϼķἘ šѝŏ 

3,000 ̳ 

 

ї Ĩ Ś 

ἧĹ SDGs 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ṙ↓ᴜ☺ͯ ể  ѯ ⁯ ẇΪ ӣ πϸ 

Ὣ Ẵ ṭ а ע ₢⁮ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ ѕỎԃἐ  ע

Ἠ♯Ỏԃ  ᶀ ṙẏ ↔Ỏԃ ᾘ ᶀӡẴ╚ ₢⁮Ỳ 

 

ᵅ ķΞ  

ᶀӡẴ╚ Ľ˓ổш œᶟ‫ĺęēĵľ ѕĽҘίœƐŨƑŨ ỉ֖ šЉ

ĨŚĢķě ᶂĶĨ!ḚᵭᴳḗōśŚ ֿפĞĽ ҽͯẴ╚ĽḾ ͯĺđĮĲ

ĵľ ṙ↓ Ľᴄᵂœᶂ Ĺᶀӡŷ:ƕŻĽ ӜĽѐ ĚŘőа ľע

;ᴑĶĨ! 

Ἠ ♯  

Ằ ш ⅝ Ľ Ẵ╚ĺĳēĵ┤Ԇ Ĺ šָאĦ ѕĽƐŨƑŨš

ᶂЉ ĶĜŚ PPPš₢⁮ĦōĨ!ōĮ ↔╚‫ĮĹẴ œ ҉ πὂľ ↔

Я ᵭĽ˓ổш šᴳ₿ėĵ PFI ĺŗŚἪ š₢ᾯĦ Ẵ╚Ľ ᶂЉ ķᶀ

ӡŷ:ƕŻšᶆῲĤĪōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

Ằ ш Ľ       ⁮אָ

PFIĺŗŚẴ╚↔  ᴩ  ᴩ  Ỹῥ   

→ Ό  

ѕἧ ĺŗŚᶀӡẴ╚Ľ↔ œ˓ổш ĺŗĲĵ ṙ↓ ĽᴄᵂœỷĽ᷈

ēᶀӡŷ:ƕŻĽ Ӝš; ķĦōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

‫ĮĹẰ ш Ẵ╚Ľ  1 2 3 4 5 

PFIĺŗŚẴ╚↔ Ỹ┴ Z Z 1 2 3 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

ᶀӡẴ╚ĽḾ ͯěָא⁮Ĥś ѕĽƐŨƑŨœҘίĽЉ ĺŗĲĵ Ĥś

Ś ˞ὡ Ľ טּ šᶆῲĤĪŚĢķěĶĜōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

Ằ ш šѝŏPFIỎԃỸ┴ 3ᴙ 

ṙ ↓ ᶂ Ό 

W┤ẐḣӏX 

ѕỉ Ľ ĺŗŚṙ↓ Ľᴄᵂ֖ϼ 

¤ ĦĮ ѕỉ Ꞌϼķ˓ổш ŵŻƊꞋϼ 

10͡ 5╤ ̳ 

 

ї ĨŚ  

ἧĹ SDGs 
  

 

ᴩ $Ệᶺ$Ỹῥ 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ṙ↓ᴜ☺ͯ ể  ѯ ⁯ ẇΪ ӣ πϸ 

Ὣ Ẵ ṭ а ע ₢⁮ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ а ע ˞Љ↑  ͯ

Ἠ♯Ỏԃ  ᾴѪԃ ṭỎԃ ᾘ ˞ ỉ₢⁮Ξ 

 

ᵅ ķΞ  

֕ ĽƉźƁƭҘίĽһּיĹ ĺŗĲĵ ֿפἯֿפ ĹſƬƧ:ŹƩƵě ѕ

ѪԃĚŘ ӜĤśŚŗĕĺĹřōĦĮ!ōĮ ŵƯƌΓœ Ĝ πϸĹĸĺŗ

ř ‫Įĺ ѕѪԃěᶺ↓ĺҾŐŚƍ:żőᾶĹĞđřōĪŢ! 

Ἠ ♯  

ѕѪԃě ӜĨŚŷ:ƕŻĹĸš┤Ԇ ĺἨř ś ᾴѪԃĽƉźƁƭͯ

œ‫Ħē Ĝ š₢⁮ĦōĨ!ōĮ ƉźƁƭͯĺᶆĠĮуӨ↔ ằ̻œƱ:

ų:ŹƩƵĽ ҷָא⁮Ĺĸ Ậķ ѕěĬśĭśĽ ↑œỉᵃšЉĚĦ а

 !š‰ͯĤĪ ỎԃšỸẴĦĵēĜōĨע

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

ᾴѪԃĽƉźƁƭͯ₢⁮ Ỹῥ     

ƈƮƱ:űĽ ằ̻ Ỹῥ Z Z Z Z 

ƈƮƱ:űĽ ϩ  Z Ỹῥ    

Ʊ:ų:ŹƩƵĽ ҷָא⁮ Ỹῥ     

→ Ό  

ᶺ↓ě ѕѪԃĹĸķ Ħ ҘίœƐŨƑŨšע ᶂĺЉ ĨŚĢķĶ ᾴ

ѪԃĽƉźƁƭͯœ‫Ħē Ĝ ĽπϸšₑřōĨ!ōĮ Ʊ:ų:ŹƩƵĽ

ҷָא⁮ ĺŗĲĵ ˞ĽЉ↑ͯőₑřōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

‫ĦēƕźƏŻƤƉƭằ̻ᴙ₲ 10 10 10 10 10 

а  ᴩῥᴙ₲ 3 3 3 3 3ע

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

ѕѪԃķ Ħĵ‫ĮĹע ĽỎԃšⱦὶĨŚĢķĶ ˞תṈĽЉ↑ͯš

⁮ĨŚᶋᾃуŷŦűƭěϯאָ ĤśōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

а  ĺŗŚƙƯźũűƊ♯→ᴙ₲ 5ᴙע

ṙ ↓ ᶂ Ό  ; 

 

ї Ĩ Ś 

ἧĹ SDGs 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ṙ↓ᴜ☺ͯ ể  ѯ ⁯ ṙ↓ѯ πϸ 

Ὣ Ẵ ṭ ᶀӡẴ╚ ∆ͯ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ ᶀӡẴ╚ Ꞌ Ṧᵂ 

Ἠ♯Ỏԃ  ἇ ṙẏш Ỏԃ ᾘ ᴩḱшṙΞ 

 

ᵅ ķΞ  

Ậĺęēĵľ ᴿĦēṙ↓ ӲĽ ĶĽᶀӡẴ╚ Ľ ҽͯ ṭœ⁵ᶅᵂᾶ

ĺŗŚᶀӡẴ╚ Ľ Ἳ Ľ ͯĹĸš ōė ѻ ĹᴁΪĺѯĴĜᶟ

$‫ Ḁ$ ἷ ͯĹĸšỸẴĨŚĢķĶ ṙ↓ Ľᴄᵂ$ ᾈͯķᶀӡẴ

╚ Ľ ∆ ě ķĹĲĵēōĨ! 

Ἠ ♯  

ṙẏ šƉźƁƭͯĺŗĲĵˢᴽш ĨŚĢķķĦ ᶀ ṙẏĽꞋ ᴩšỸ

ẴĦōĨ!ĬĽᴕΌĽ ┘œᴁΪ šẇῐĦ ᾒшĨŚ 2 Ἧ ṙẏĽᶂΌ

ĹЉ ṭšᴩ ĦōĨ!ōĮ ᾳ Ĺ ᶂЉ ěᴳḗŐĹē 2 Ἧ

ṙẏĽ ҮőѝŐĮḾ ͯšₑřōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

ṙẏш ŹŻƈƢĽ  ᴩ  Ỹῥ    

2Ἧ ṙẏĽ ᶆ↑Ľᴒ  ᴩ  ᴩ  Ỹῥ   

Љ Ľ 2Ἧ ṙẏĽ Ү  ᴩ  ᴩ  Ỹῥ   

→ Ό  

Љ Ľ 2 Ἧ ṙẏĚŘ┤Ԇ ĺḾ ͯĺἨř♯ŏĢķĶ ᶀ ṙẏĽꞋ

ĽṦᵂŇĽѲ ķ˓ổш ĺגŚת ĽὲᵂšₑřōĨ!ōĮ ˓ổш ĺ

תŚג Ľᴳ ĦĺŗĲĵ ת´ Ĺᵏ ĽὲᵂšₑřōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

ᶆ↑šᴒ ĦĮṙẏ₲ Z Z 5 10 15 

Үœᾐ G ѓHĦĮṙẏ₲ Z Z 1 3 5 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

ᶀӡẴ╚ĽḾ ͯŇĽἨ♯Ľ╣ᶺỎ šĳĞŚĢķĶ ĢĽ šЉ ĦĵֿכĽ

ᶀӡẴ╚ĶĽἨř♯ŎěͽּיĤśŚĹĸĽ ҷᶂΌěѻ ĶĜōĨ!ōĮ ᴁ

Ϊ Ĺ ỉœᶂΌ ĹЉ šỸᵅĨŚĮŐĽἨ♯ě֥ ͯĶĜōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

Үœᾐ G ѓH ῨķĦĮṙẏĽЅḀ 10p 

ṙ ↓ ᶂ Ό 

W┤ẐḣӏX 

Үœᾐ G ѓH ĺŗĲĵṦᵂĤśĮ˓ổш ĺגŚ

ת´ת ĽꞋϼ 

600 ̳ 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ṙ↓ᴜ☺ͯ ể  ѯ ⁯ ṙ↓ѯ πϸ 

Ὣ Ẵ ṭ ᶀӡẴ╚ ∆ͯ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ ᶀӡẴ╚Ḿ ͯ ͽּי 

Ἠ♯Ỏԃ  ᶀ ṙẏ ↔Ỏԃ ᾘ ᶀӡẴ╚ ₢⁮Ỳ 

 

ᵅ ķΞ  

ᶀӡẴ╚ Ľ ҽͯ ṭœ⁵ᶅᵂᾶ ĺŗŚᶀӡẴ╚ Ľ Ἳ Ľ ͯĹĸ

š ōė ѻ ĹᴁΪĺѯĴĜᶟ$‫ Ḁ$ ἷ ͯĹĸšỸẴĨŚĢķ

Ķ ṙ↓ Ľᴄᵂ$ ᾈͯķᶀӡẴ╚ Ľ ∆ ě ķĹĲĵēōĨ! 

Ἠ ♯  

ᾒш ᾘķĽ ↔šₑř ᵌ Ẵ╚Ľ ᶆ↑š֥ ĺϯ ĤĪōĨ!ᾳ

ĹᶀӡẴ╚ ƠƏźƣƵƊᴁΪGѯ ᴁΪHĽỗѻᴁΪš ĺᴳ ĨĢķ

ķĦōĨ!ĢśĺḀŞĪĵỸᶺᴁΪőᴳ Ħšₑř ỗѻᴁΪĚŘ 5 ᴁΪG◗

ѻᵭѻ⅝HŇ ᶟĦōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

ᾒш ᾘķĽ֥ Ĺᵌ ↔ ↔ ↔ ᴒ  Z Z 

ѯ ᴁΪĽᴳ Ħ Z ᴩ  ᶣ  Ỹῥ  

ỸᶺᴁΪĽᴳ Ħ Z ᴩ  ᶣ  Ỹῥ  

→ Ό  

ỗѻĽỸᶺᴁΪĚŘ ѻѕŷŦűƭķĨŚĢķĶ Ἆγ῾⅞š еĺ ̛Ħĵ

ŻƖ:ƋеšổĲĮᴁΪ₢⁮š; ķĦōĨ!ōĮ Ẵ╚Ľḽ œ ḀĹĸ

Ķ Ẵ╚ĽֿפѾ ͯĺŗŚ ḀͯšͽּיĦĵēĜōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

ḽ œ ḀĤśĮѺּקẴ╚₲ 2 4 6 8 10 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

ꜙѻĺẴ╚Ꞌ ě ĺὲᵂĤśŚĢķĶ ˓ổш ĺŗŚṙ↓ Ľᴄᵂ

ěₑśōĨ!ōĮ ѻ ĹḾ ͯĺ ĨŚ֥ Ĺת šᴳḗŏĢķě;

ķĹřōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

ὲᵂĦĮẴ╚₲ 30Ẵ╚ 

ṙ ↓ ᶂ Ό 

W┤ẐḣӏX 

R3☺Ẵ╚˓ổш ZR8☺Ẵ╚˓ổш  

¤ œӱ  ῲͮ₣ Ẵ╚šᾤĞ 

Ó̳͡ 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ṙ↓ᴜ☺ͯ ể  ѯ ⁯ ṙ↓ѯ πϸ 

Ὣ Ẵ ṭ ṙᵃ ϯ  Ἠ ♯ Ỏ ᷆ ‫ ṙᵃ ϯ  

Ἠ♯Ỏԃ  ѪΪ ↔Ỏԃ ᾘ ↓ṭ̘תΞ 

 

ᵅ ķΞ  

∆ͯᴁΪšṭ Ħ −Љĺ Ĺ ẬѾ œӌὡĽ šₑŚĢķĺŗ

ř ōİĹĚĽ ŞēķЉҁĽỸᵅĺἨř♯ŢĶēōĨ!ĢśōĶő‹ ̬∩

ᶅ ֜ ֜Ϊ↔ ỎԃšľħŐ Ậѯ Ľ↔ ĺ ŐĵĜĮĢķĚŘ 

ḻĽᾦѓšѝŐĮ ẬᴁΪỎԃĺ ĨŚṙᵃϯ ķĦĵ ⌐Ľ ěΞ

ķĹĲĵēōĨ! 

Ἠ ♯  

‫ĮĹṙᵃϯ ĽĮŐ ⌐ķĦĵ ẬᴁΪ⌐Ľ Ľ⅛ ĺĳēĵᴩ Ħ

ōĨ! ∆ͯᴁΪĺסġŚŵƵƓűƊŹƈťĽỸᵅšₑŚĮŐĺľ Ậ

ᶣַאḽ Ὕ ằ̻ỎԃšЉ ĦĵᴁΪ ĺỎԃ₢⁮šₑŚķķőĺ ṙᵃ

Ľϯ ő Īĵᴩ ĦōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

ṙᵃϯ Ľ ѻ Ĺᴳ Ħᴩ       

ẬᴁΪ⌐Ľ ⁯Ľᴒ  ᴩ  ↔ ᴒ    

→ Ό  

‫ĮĹṙᵃĶđŚ ẬᴁΪ⌐ Ľ ⁯šᴒ ĨŚĢķĺŗĲĵ ‫ĮĹ Ậ

ᴁΪỎԃĽἨř♯Ŏšᴩ ĦōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

҉‫ ẬᴁΪỎԃ₲ Z Z Ó Ó Ó 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

ōİĹĚĽ ŞēķЉҁĽỸᵅĺᶆĠ ‫ĮĹ⌐ṙᵃšϯ ĦĮῺḀĺἨř♯

Ŏ; Ĺ ẬᴁΪỎԃšᴩ ĨŚĢķĶ Ậѯ ĽᶟĹŚ ķ Ľ

ͻ œͻϫĽᶆῲšₑřōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

ẬѾ ֜˞ Ľ Ẵ╚Ľ+ͽ₲ 2Ẵ╚ 

ṙ ↓ ᶂ Ό 

W┤ẐḣӏX 

Ξ⌐ ᾈϼGᾦҮỉẏšᾤĞH\⌐  

¤ẬϚͯ֜˞ ĽŎ 

2͡ 6╤ ̳/  

ẬᴁΪ⌐ 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿ 9  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ṙ↓ᴜ☺ͯ ể  ѯ ⁯ ṙ↓ѯ πϸ 

Ὣ Ẵ ṭ ṙᵃ ϯ  Ἠ ♯ Ỏ ᷆ ⌐ ἵ ϩ  

Ἠ♯Ỏԃ  ᾬᶏ‪ӸỎԃ ᾘ ˞ ỉ₢⁮Ξ 

 

ᵅ ķΞ  

Ѫԃ ẴṭĽӪͯĺŗĲĵ ỸĺỎԃᶂΌěᵅśĳĳđřōĨě Σ Ľѻ

œᵊ Ĺ˃ּקľƬŻűěđřōĨ!ĬĽĮŐ ḚᵭĽṙᵃϯ ĺęēĵѻ

ěổĵŚńŚĤķ ⌐⅝ Ĺĸš ᶂЉ ĨŚĹĸ Ἵ ᵃĽֿפ ͯķϩὢ

šₑŚ ěđřōĨ! 

Ἠ ♯  

ńŚĤķ ⌐Ľἵ ꞉ᶅšϩὢĦ ĤŘĺѲ ᴙ₲ķѲ ϼĽ+ͽšₑřōĨ!

ōĮ ⁵ҁĽ᷈ēźƥƵƭĽ šὢỸĤĪŚĮŐ ᴳ Ħķϩὢšₑřō

Ĩ!ōĮ ńŚĤķ ⌐⅝ šЉ ĦĮỎԃיűƫŨƋƗţƵƉťƵŲĽ

őᴩ ĦōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

ńŚĤķ ⌐꞉ᶅĽϩὢ Ỹῥ     

űƫŨƋƗţƵƉťƵŲĽ  ᴩ  Ỹῥ    

Ľᴳ Ħķϩὢ Ỹῥ     

→ Ό  

ńŚĤķ ⌐ĺŗŚѲ ϼĽ+ͽĺŗĲĵ ˢ Ľ‫ĮĹṙᵃϯ ĽἪ ķĦ

ĵϯ ĦĵēĜōĨ!ōĮ ҾŐŘśĵēŚỎԃĽדᶆš ┘Ħ ᶂΌ Ĺṙᵃ

ĽЉ š ẰĦĵēĜōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

ꞋѲ ϼG ̳H 80 100 120 140 160 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

ńŚĤķ ⌐⅝ šЉ ĦĮѲ ֖š‫ĮĹṙᵃķĨŚĢķĶ ƍ:żšᴳԆ

ŐĮỎԃŇĽ҉‫ ỉ ě; ķĹřōĨ!ĢśĺŗĲĵ ŗřĜŐṐœĚ

Ķֿפ ͯěₑŘśĮỎԃěỸẴĤś һּיĹἎγ῾⅞Ľ ͯŇ ͒ĶĜōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

ꞋѲ ϼĽ+ͽ GR3 H 166p 

ṙ ↓ ᶂ Ό 
W┤ẐḣӏX 

R8Ѳ ϼꞋϼZR3Ѳ ϼꞋϼ 
1̳͡ 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ṙ↓ᴜ☺ͯ ể  ѯ ⁯ ṙ↓ѯ πϸ 

Ὣ Ẵ ṭ EBPM Ỹ◐ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ ↓ṭ ʼ ϯ  

Ἠ♯Ỏԃ  ѪΪ ↔Ỏԃ ᾘ ↓ṭ̘תΞ 

 

ᵅ ķΞ  

ṽͯĨŚᶺ↓Ξ œὡ ƍ:żĽֿפ ͯĹĸĺŗĲĵ Ľ ᾘįĠĶδ

ᴒœ ᾐĨŚĢķěḛ Ĺʼᴙě+ͽĦĵēōĨ!ĬĽĮŐ ὦ Ĺ ͒š;

ķĨŚ♯– ⅝ĽЉ œŻƖ:ƋеšổĲĮ ͒š; ķĨŚẴṭŷŦűƭ

Ľᶣ ěᶂΌ ĶĨ! 

Ἠ ♯  

ꞋḀᴁΪ ₢⁮ Ľ ♯–ķĦĵ͕ ĨŚƣƵƒ:Ķᶣ→ĤśĮƱ:ůƵ

ŲŲƭ:ƙšЉ Ħ EBPMĽỸ◐ķĦĵ↓ṭ ʼĺἨř♯ŎōĨ!ōĮ Ẵṭ

Ľ ỷĺŗĲĵ͕ ĹἨ♯ě ;ᴑĹῺḀľ ƙƯźũűƊƃ:ƢšЉ

ĦĵἨř♯Ŏš⁮ ĤĪōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

Ʊ:ůƵŲŲƭ:ƙЉ  Ỹῥ     

ƙƯźũűƊƃ:ƢЉ  Ỹῥ     

→ Ό  

ἣἪ—˭š •ķĦĵ EBPMšỸ◐ĨŚĢķĶ —˭ĽˋủπϸšₑŚķķő

ĺ OJTĶἨ ĦĮŻůƭšᾒּכ ᾘĶЉ ĶĜŚŗĕĺĦōĨ!ōĮ ‫ĮĹ

↓ṭ ʼĽŻů:Ƣšϯ ĦĵēĜōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

‫Įĺ ʼĤśĮ↓ṭ₲ 1 2 2 2 2 

Ѿ ĦĮƙƯźũűƊƃ:Ƣ₲ 1 2 2 2 2 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

ŪƕƉƵŻĺѯĴĞ₄ּיĹΞ δᴒěₑŘśŚķķőĺ Ḛᵭš ĕ⁵ṗĽ˟

→ő Ỗĺ; ķĨŚĢķĶ ꞈῶᶂΌě−ōśĵ♯–☺ ĽЉ↑ͯěѻ Ķ

ĜōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

‫ĮĹ↓ṭ ʼŻů:ƢĺŗŚỎԃ₲ 4Ỏԃ 

ṙ ↓ ᶂ Ό  ; 

 

ї Ĩ Ś 
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ᶺṙ↓πϸ Ἠ♯Ỏ᷆ᵌ  

Ἠ ♯ ᷿  Ẵṭŵ:Ƌ  

πϸĽể  ṙ↓ᴜ☺ͯ ể  ѯ ⁯ ṙ↓ѯ πϸ 

Ὣ Ẵ ṭ ṙ↓̘̓ ᴜ☺ͯ Ἠ ♯ Ỏ ᷆ ṙ↓ᴜ☺ͯѯᾈ ᴳ  

Ἠ♯Ỏԃ  ṙ↓ш Ỏ Ỏԃ ᾘ ↓ṭ̘תΞ 

 

ᵅ ķΞ  

ḚᵭĽ⁵ᶅᵂᾶķᾶẪ᷈ ͯĺŗĲĵᴳḗōśŚṙ↓ѯ Ľ⌠ἥͯĺęēĵ

ő ѻ ĺᴜ☺Ĺṙ↓̘̓šₑŚĢķľ ;ᴑĶĨ!ōĮ ə ŘśĮṙᵃ

šᶂ ĺ ĨŚ◑ ķὝ Ľ ĺŗĲĵ Ậ↓̘̓Ľ טּ Ľ˓ổᶆῲ

ĺ ŐŚҞ ěđřōĨ! 

Ἠ ♯  

ṙ↓҉ š˓ổĦĹěŘő ὦ ĶĜŐṐĚĹỎԃĽ ϋš; ķĦ ת´

ת ĽṦᵂĺѲ ĨŚ Ẑ →ĽἪ ķĦĵ ỦĽ šᴩ Ħō

Ĩ!ōĮ ṙ↓ Ӳš ┘Ħĵṙ↓ᴜ☺ͯĽ ỡѯᾈ╚ œѯ֖Ľᾳ Ĺ

ᶂЉ ĺŗĲĵ ṙ↓Ľᴜ☺ͯš₢⁮ĦōĨ! 

ỗᴁΪ R4 R5 R6 R7 R8 

Ẑ → Ľᴳ Ħ ᴩ  Ỹῥ    

Ậ ỡĽṙ↓ᴜ☺ͯѯᾈĽ╚  ᴩ  Ỹῥ    

ѯ֖ẙ᷈Ľ˓ổ ṭĽỸẴ ᴩ  Ỹῥ    

→ Ό  

ᶺ↓ ͻ šὣ ĺЩʼĦĵỗ ẐĺϯỸĺ ̛ĤĪŚŻů:Ƣšϯ Ĥ

Ī ĬśĭśĽ ᾘĺęēĵἧ ĺ Ẑš ĨŚĢķĺŗř ṙᵃĽ◑

ķὝ Ľ šₑřōĨ!ōĮ 7Ĺṙ↓ѯ ĽπϸĺŗŚת´ ת ĽṦ

ᵂšₑřōĨ! 

→Ό  R4 R5 R6 R7 R8 

ᶺ↓ ͻĺѯĴĞᴳ ĦỎԃ₲ Z 5 5 5 5 

´ת ת ĽṦᵂ GpH Z 10 11 12 13 

 

Ἠ ♯ ᶂ Ό 

Ậ ěʸ•ĶĜŚṙ↓̘̓Ľᴜ☺ͯĽᾳ Ĺ šỞĨĢķĶ ʸ ĹἎ

γ῾⅞ĺŗŚ ʸеĽ ‎ĺѻ ĶĜōĨ! 

Ἠ♯ᶂΌ Я R8  

Ỗ ת ˀϑĽṦᵂ  10p 

ṙ ↓ ᶂ Ό 

W┤ẐḣӏX 

R3ת´ ת ĽꞋϼZR8ת´ ת ĽꞋϼ 

R3ᴳ ĦỎԃ ĽꞋϼZR8ᴳ ĦỎԃ ĽꞋϼ 

Ó̳͡ 
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ể  

アクションプランでは基本方針における将来目標を達成するため、５つの基本

方針に基づき、効率的な重点施策の推進を目的として 31 の具体的な取組事項を

設定しました。 

これらの取組事項は、目指すべき成果を具体的に表すために目標値を可能な限

り数値化し、実施状況を総合計画の事務事業評価などと合わせて令和４年度から

令和８年度までの毎年度、検証することで進行管理を実施することとします。 

また、その進捗状況をかすみがうら市総合計画等推進本部や外部評価委員会の

評価や改善要望等を受けて毎年度の事業計画に反映し、PDCA サイクルを循環さ

せていきます。さらに、これら一連のプロセスを市民への公表や市議会へ説明す

ることで、行政運営の見える化を図ります。 

 

ṥ פֿ ︡ ṇ Ṧ 

  R4 R5 R6 R7 R8 ˢ̋ˣ

ὓᵊ

ם

R4 R5 R6 R7 R8 ˢ̋ˣ

ὓᵊ

ם

ʹ
ˢPlanˣ

︡ ὓᵊ

͐

͑

͒

͓

͔

︡

ᴮ

ˢDoˣ

☼ם ʾὫᴮ

ˢCheckˣ

ᴣʾ ᴮτ βϥ

ˢActionˣ

₈ῇχ︡

Ệ   
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Ễ  

アクションプランにおける取組事項の達成状況は、令和４年度から令和８年度

までの毎年度、総合計画（後期基本計画）やまち・ひと・しごと創生総合戦略の

施策に関連する事務事業と一体的に評価を行います。行財政改革の取組事項の評

価については、取組内容における年次計画の進捗状況や数値化して設定した年次

の成果目標に対しての実績によって判断することとします。あわせて、取組内容

として具体的に何を実施したか、その結果どのような成果が得られたかなど、成

果の実績値を行動結果に基づいて分析して客観的に判断することとします。 

評価は、担当部署による１次評価、推進本部における 2 次評価を実施したのち、

外部評価委員会による 3 次評価を実施します。いずれにおける評価においても、

次に設定する評価基準に基づき統一的な基準を設け多角的な目線での評価を行

うこととします。 

   

ṕểṖ  

取組内容は、当該年度における設定した取組内容の進捗状況を評価します。

「検討」であれば、方針や事業内容などを検討した結果の有無によって判断

することとします。「試行」や「実証」であれば、何をどのようにどれくらい

実施したかなどによって判断します。実施行程の進捗は、これらの取組状況

などを踏まえて進捗率を算出し、次の基準に基づき評価結果とします。また、

新たに取組内容を設定した場合には、この取組も含めて評価することとしま

す。なお、やむを得ない理由によって取組ができなかった場合や変更を余儀

なくされた場合などについては、計画そのものを見直すことを前提として評

価することとします。 

※複数の取組内容がある場合には、それぞれの取組内容を 100％として平均値を採

用します。 

※追加で取組内容を設定した場合には、その進捗率の項目が追加されたと仮定して

平均値を算出します。 

    

ͻᴕΌ ⁮  Ἠ♯ Ӳ 

ᾏ  90pˀῲ 

ϖļ řĺἨ♯ěỸẴĶĜĵę

ř ̳Ћĺ ĽἨ♯ěỸẴĶĜŚ

 Ӳ! 

œœᾏ  75pˀῲ 90p  

Ἠ♯ķĦĵὣ ĺỸẴĶĜĵēĹē

ě ĽἨ♯ĺ̚ӼěĶĹē

Ľ Ӳ! 

̸ 50pˀῲ 75p  
Ἠ♯ě ὣ Ķ ĽἨ♯ĺ̚Ӽ

ěđŚ Ӳ! 

Ἢ 50p  
Ἠ♯ě ὣ Ķ ĽᴁΪěỸẴ

ĶĜĹē Ӳ! 
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ṕỄṖ  

成果目標は、当該年度に設定した数値目標の達成状況を評価します。成果

の実績を目標値で割り返して達成率を算定します。また、成果目標に設定し

た内容以外に成果が得られた場合には、この成果を加算ポイントとして評価

することとします。なお、やむを得ない理由によって成果が得られなかった

場合や変更を余儀なくされた場合などについては、計画そのものを見直すこ

とを前提として評価することとします。 

※複数の成果目標がある場合には、それぞれの成果目標の上限を 100％として平均 

値を採用します。 

※追加で成果が得られた場合には、成果目標が 100％の項目が追加されたと仮定し

て平均値を算出します。 

 

ṕễṖ  

基本的には、取組内容の評価結果と成果目標の評価結果を踏まえて評価結

果を決定します。評価結果は、S、A、B、C、D の 5 段階評価とし、翌年度の

取組に向けての課題を定義することとします。評価結果は、評価内容の基準

を参照して評価結果を選択することとしますが、次の着眼点に基づく判断基

準を参考にして総合的に判断するものとします。各個別アクションプランの

内容を鑑みて評価結果のランクを考慮することで、評価の平準化を図るとと

もに公平性を確保していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ͻᴕΌ →  ᶳ 

→ 100pˀῲ  

→Ό ř 50pˀῲ 100p  ˀ᷅Ľ Ӳš ể 

→Ό ὣ  0pˀῲ 50p  ᴕΌĽ ┘ĺŗĲĵπ◘ 

→Ό Ħ 0p ᴁΪ Ľ ᶟšᴩ  

ͻᴕΌ ͻ  

S 
ᴁΪĽ⁮ ě ᶋĶ ᴁΪỖĺⱵ ĦĮ ˀῲĽ→Όě Řśĵē

ŚĽĶ ˰ĜּנĜỎԃĽ₢⁮šₑŚ!GỎԃľЯ ĦĮH 

A 
ᴁΪĺѯĴĜ⁮ Ħĵęř ϯỸĺ→ΌĽᴳḗŎě ŘśĵēŚĢķ

ĚŘ ḚᵭőᵅṖĽἨ♯šנּװĨŚ! 

B 
ϖļᴁΪĽ⁮ ě ŐŘśŚě ὣ Ĺ→Όš ŚĮŐĺľᶟĺᴩῥ

ĺѯĴĞπ◘œⱦˋᶏ š ĨŚ! 

C 

ᴁΪĽ⁮ ě ̸Ħĵęř ὣ Ĺ→Όě ŘśĩᶂΌěѻ ĶĜĹ

ēĮŐ ḣ Ĺᴳ Ħķπ◘š ĨŚ! 

¤⁮ ķ→ΌĺęēĵĸİŘĚě ὣ ĹῺḀľĢśĺϛ  

D 
Ἢ ľ ỸẴĽ  ĺꞈ Ħ ⁮ ě ŐŘśĹē!ᴾˮӃ ĺ

ŗŚπ◘ ṭĽᴩ œᴁΪĽᴳ Ħ őѝŐ ꜙһĹ ͒š ĨŚ! 



74 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ṥ ṇ Ṧ 

Ѣ  ѯᾈ 

￼ ↑ 
$→ΌĺᴕłĳĞἨ♯ ķĦĵ￼ ↑ľđŚĚ 

$Ἠ♯Ľ⁮Ő ĺ ľĹēĚ 

↑ 
$Ἆγ῾⅞ĺᴳḀĕỎԃĶđŚĚ 

$Ậ ƍ:żěđř ↑ě ĤśĵēŚĚ 

Ἠ♯Ἢ  
$ ᶂΌľὣ ĺᶳ ĤśĵēŚĚ 

$Ỏ Ľᶂ ͯœщ♬ͯěₑŘśĵēŚĚ 

ᶂ↑ 
$→ΌœᶂΌĽᴕΌěὣ ĺᴩῥĤśĵēŚĚ 

$→Όš ŚĮŐĽⱦˋᶏ ľὣ ķēėŚĚ 
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ỉ ᵴὝ  
 
※１ 

äÞï (ŦƵƗūƣ:ŹƩƵ$ŤƵƋ$ŵơƧƍų:ŹƩƵ$ƈűƐƯź:)  
Information and Communication Technology の略。IT 技術を使い人々の生活を豊かに

していく情報通信技術の意味。 

 

※２ 

ƉźƁƭ$ŮƒƣƵƊ 
デジタル技術の徹底活用と官民協働を軸として、国と地方、官民の枠を超えて行政サー

ビスを見直し、行政の在り方を変革していくこと。 

 

※３ 

ßó GDigital Transformation ƉźƁƭ ƊƫƵŻƗū:ƣ:ŹƩƵH 
環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用して住民や社会のニーズを基

に行政サービスなどを変革するとともに、業務そのものや、組織、プロセス、自治体文

化・風土を変革してさまざまな優位性を確立すること。 

 

※４ 

ñðÞÜ  
Volatility（変動性）、Uncertainty（不確実性）、Complexity（複雑性）、Ambiguity（曖昧

性）の頭文字を並べた造語。 

 

※5 

Ýëí GBusiness Process Re-engineering  ƕźƏŻ ƙƯŽŻ ƬŪƵźƍŤƬƵŲH  
ビジネスプロセスを見直し、抜本的に再構築（リエンジニアリング）する手法。業務

改革のことをいう。 

 

※6 

ëëë GPublic  Private Partnership  ƓƘƬƅű ƙƫŦƛ:Ɗ Ɠ:Ɗƌ:ŹƅƙH 
官民連携を意味する。公共サービスの提供に民間が参画する手法であり、民間資本や

民間のノウハウを活用し、効率化や公共サービスの向上を目指すもの。 

 

※7 

ëáä GPrivate Finance Initiative  ƙƫŦƛ:Ɗ ƗţŦƌƵŻ ŦƍŹŤƈťƘH 
公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力や技術的能力を活用し

て行う新しい手法。 

 

※8 

Society5.0  GſŷŪƈť:5.0H 
サイバー空間(仮想空間)とフィジカル空間(現実空間)を高度に融合させたシステムによ

り、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会のこと。 
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※9 

äĄï ( Internet of Things  ŦƵƁ:ƏƅƊ ŬƘ ŹƵŲŻ)  
コンピュータなどの情報・通信機器だけでなく、世の中に存在する様々の物体に通信機

能を持たせ、インターネットに接続や相互通信することにより、自動認識や自動制御、

遠隔計測を行うこと。 

 

※10 

Üä GArtificial Intelligence  Ť:ƈťƗťŭƭ ŦƵƈƬźũƵŻH 
人工知能を意味し、学習・推論・判断といった人間の知能を持つ機能を備えたコンピュ

ーターシステムのこと。 

 

※11 

ŻƠ:Ɗỡộ  
人口減少が深刻化しても自治体が持続可能なかたちで行政サービスを提供し続け、住民

福祉の水準を維持し、職員を事務作業から解放して職員でなければできない、より価値

のある業務に注力し、ベテラン職員の経験をAI等に蓄積・代替することで団体の規模・

能力や職員の経験年数に関わらずミスなく事務処理を行える自治体のこと。 

 

※12 

ƬƈƫŹ: Gliteracy H 
適切に理解、解釈し、活用する能力や知識のこと。 

 

※13 

íëÜ ( Robotic Process Automation Ưƞƈťƅű ƙƯŽŻ Ŭ:Ɗƣ:ŹƩƵ)  
人間がコンピュータ上で行っている定型作業を、ロボットで自動化すること。これを行

うことで業務を効率化することができる。 

 

※14 

ſƬƧ:ŹƩƵ Gsolution H 
問題を解決するための方法を指す。課題を解決する情報システムの導入や、情報システ

ムのカスタマイズ作業、課題を解決するノウハウや人員の手配など。 

 

※15 

àÝëè GEvidence-based Policy Making  ŪƕƉƵŻ ƛ:ŻƋ ƟƬŹ: ƣŦůƵŲH 
経済社会構造が急激に変化する中、限られた資源を有効に活用し、市民により信頼され

る行政を展開することを目指すための取り組みである。 

 

※16 

ŪƕƉƵŻ GevidenceH 
何かを裏付けるための具体的な情報・資料。政策の立案・評価のための根拠。 

 

※17 

æëä GKey Performance Indicator  ů: ƓƗū:ƠƵŻ ŦƵźų:Ɓ)  
組織の目標を達成するための重要な業績評価指標を意味し、達成状況を定点観測するこ

とで、目標に向けた組織のパフォーマンスの動向を把握できるようになる。 
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